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第１章 計画策定の基本的な考え方 

１．計画策定の経緯 

本市は山口県の中西部に位置し、豊富な地下資源と温暖な気候に恵まれ、充実した生活機能と自

然の豊かさが調和した緑と活気にあふれた地方都市です。市内には中国自動車道の美祢東 JCT と美

祢 IC、美祢西 IC があり、山陽新幹線が停車する JR 厚狭駅と JR 新山口駅からも近く、近隣県の広

島、福岡から 2時間圏内と交通アクセスに恵まれています。 

平成 27 年 9 月に美祢市全域が日本ジオパークに認定され、その中でも自然の観光資源として、

日本最大級のカルスト台地「秋吉台」と日本屈指の大鍾乳洞「秋芳洞」があります。それだけでな

く、奈良時代の東大寺大仏鋳造の銅の産地や、幕末における長州藩内の俗論派と高杉晋作率いる正

義派による大田絵堂の戦いが行われた維新発祥の地、また、明治から昭和にかけての日本最大の無

煙炭の産地として知られています。 

令和 5年 3月に開催された「第 19回観光立国推進閣僚会議」では、“観光は、成長戦略の柱、地

方創生への切り札である”とあり、この言葉どおり、観光は多様な業種がかかわる裾野の広い産業

のため、観光入込客の消費行動は、新たな雇用の創出、地域経済の活性化へとつながることが期待

されます。 

本計画は、観光振興が地域社会や経済に好循環を生み出すことで、観光事業者に限らずより多く

の市内事業者及び市民のシビックプライドの醸成を促し、観光産業の収益力の向上や持続可能な観

光地域づくりを推進することを目的に、美祢市ならではの観光地の魅力の創出及び効果的なプロモ

ーション等の実践的かつ実効性の高い施策を実現させるため、第 3次美祢市観光振興計画を策定し

ます。 
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２．計画の期間 

「第 3 次美祢市観光振興計画」の計画期間は、令和 7 年度から令和 11 年度までの 5 年間としま

す。1年毎に評価・検証を行い、必要に応じて、事業計画の見直しを行います。 

 

 

「第 3次美祢市観光振興計画」計画期間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．計画の位置づけ 

本計画は「第二次美祢市総合計画」を最上位として位置づけ、重点戦略である「美祢市まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」などその他の個別計画と連携するとともに、「観光立国推進基本計画」や

「新たな観光県やまぐち創造プラン」との整合性も図りながら、「第 2次美祢市観光振興計画」の次

期計画として、美祢市全域の観光振興を図るための指針とします。 

 

 

第 3 次美祢市観光振興計画の位置づけ 

 

  

令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 10 年度 令和 11 年度 

必要に応じて見直し 目標設定 
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４．国の動向 

（１） 持続可能な形での観光立国の復活に向けて 

人口減少、少子高齢化が進む中、交流人口・関係人口の拡大は地域の活力の維持・発展に不可欠

です。観光を通じた国内外との交流人口の拡大の重要性は高く、観光は成長戦略の柱、地域活性化

の切り札です。国においては、平成 28（2016）年に「明日の日本を支える観光ビジョン」を策定し、

取組を進めた結果、令和元（2019）年の訪日外国人旅行者は 3,188 万人、旅行消費額は 4.8 兆円ま

で増加し、インバウンド観光は飛躍的な成長を遂げました。 

ところが、令和 2（2020）年に新型コロナウイルスが世界中で猛威を振るうと、インバウンド需

要は一時的に消滅し、日本人の国内旅行も半減するなど、観光は未曽有の深刻な影響を受けました。 

コロナ禍を経た旅行需要の変化に目を転じると、世界の旅行者の約 71％がサステナブルな旅行に

関心があるとのデータがあり、世界的に「持続可能な観光」への関心が高まっています。 

観光産業では、デジタル化の遅れに象徴される生産性の低さや人材不足といった積年の構造的課

題が、コロナ禍で一層顕在化することとなり、新たな発展モデルの構築が喫緊の課題となっていま

す。 

こうした観光をめぐる情勢を踏まえ、国では、観光立国の実現に関する施策を総合的かつ計画的

に推進し、国民経済の発展、国民生活の安定向上及び国際相互理解の増進を図るため、令和 5（2023）

年 3 月に「観光立国推進基本計画」（第 4 次）を閣議決定し、観光立国の持続可能な形での復活に

向け、観光の質的向上を象徴する「持続可能な観光」「消費額拡大」「地方誘客促進」の 3つのキー

ワードを柱とした観光政策を推進しています。 

 

観光立国の実現に関する目標 

 

出典：国土交通省観光庁『観光立国推進基本計画（第 4次）について』 
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（２） 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う観光ニーズの多様化 

新型コロナウイルス感染症の影響に伴い国内旅行需要は大きく低下した一方で、コロナ禍を

通じて、密を避けた個人・少人数旅行や県内旅行等の近隣地域内での観光、いわゆるマイクロ

ツーリズムの増加、キャンプ・グランピングなどのアウトドア活動への需要が高まり、また観

光地等に滞在しながら、リモートで働く「ワーケーション」など新たな観光スタイルが生まれ

ました。 

その他、多様化した観光ニーズに対応した観光形態として、「着地型観光」の需要も高まって

います。着地型観光とは、旅行者を受け入れる地域がその地域の観光資源を基にした観光関連

の商品開発や体験プログラムの企画・運営、また情報発信などを行う形態であり、エコツーリ

ズムをはじめスポーツツーリズムやアドベンチャーツーリズムなど特定のテーマに重点を置い

た“着地型観光”が全国で取り組まれています。 

新型コロナウイルス感染症拡大前後を比較すると、日本人一人あたりの宿泊旅行回数はコロ

ナ禍前と同水準程度まで回復している一方、国内の日帰り観光は回復途上にあります。今後も

感染症等に強い観光地づくりに向けて、旅行先として選ばれるための取組やメニューの充実が

求められます。 

 

出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査」（2023 年確報版）         出典：観光白書（2023 年版） 

 

（３） インバウンド需要の高まり 

令和 2 (2020)年に新型コロナウイルスの感染が拡大し、訪日外国人旅行者数は大幅に落ち込

みましたが、令和 4年 10月(個人旅行の受入解禁)以降、新型コロナウイルス感染症拡大前の令

和元 (2019)年比において訪日外国人旅行者数は毎月増加しており、順調に回復しています。 

訪日外国人旅行者による消費額の推移も同様に回復傾向にあり、これらの背景には平均宿泊

数が伸びたことのほか、円安、物価上昇等の影響もあると考えられます。 

訪日旅行の経験者が増えるに従い旅行目的や訪問先は多様化し、団体ツアーやパッケージツ

アーだけでなく、個人の目的に合わせた旅行をしたいという要望が高まる中で FIT（個人旅行）

が増えています。このような傾向の中で、リピーターの増加や FIT 化によって訪日外国人旅行

者の関心も多様化しており、日本でしか体験できない新たな発見・感動体験など様々な「コト

消費」へのニーズが高まっています。 
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５．県の動向 

山口県では、観光産業の成長や地域の活性化につなげる観光力の強化等に取り組み、平成 30 

(2018)年には観光客数が過去最高の 3,630 万人、外国人延べ宿泊者数が 12万人に達するなど一

定の成果があったものの、新型コロナウイルス感染症の拡大の影響を受け、国内観光客数はも

とより、入国制限等に伴うインバウンドの激減により、観光産業は大きな打撃を受け厳しい状

況におかれました。 

山口県としては、この危機に迅速に対処するため、令和 3 (2021)年度に策定した 「山口県観

光 V 字回復プラン」に基づき、宿泊事業者をはじめとする総合的な支援策「やまぐち観光振興

支援パッケージ」などにより、本県観光の V 字回復につなげる観光需要の喚起対策や宿泊施設

の高付加価値化など実効性の高い取組を短期集中的に実施してきたところです。 

加えて、令和 4 (2022)年 12 月に策定した県の総合計画「やまぐち未来維新プラン」の維新

プロジェクトの一つに、新たな観光県やまぐちの創造を掲げ、 山口県を活性化する大交流維新

の実現に取り組み、「安心で希望と活力に満ちた山口県」の実現につなげることとしています。 

こうした背景の中で、山口県の更なる観光振興に向け、取り組むべき施策を総合的・体系的

に整理した指針として、全県を挙げた観光振興の取組を進めるため令和 5（2023）年に「新たな

観光県やまぐち創造プラン」を策定しています。 

出典：山口県の宿泊者及び観光客の動向 

 

「新たな観光県やまぐち創造プラン」の推進方向と施策体系 

【目指す姿】  

新たな時代をリードする観光県やまぐちの創造 

【施策体系】 

山口県観光の目指すべき姿に向け、山口県観光の状況と課題を踏まえ、以下、4本の柱と計 16

の基本施策を定め推進しています。 

施策の柱１ 「新たなニーズを捉えた持続可能な観光地域づくり」 

＜基本施策＞ 

（１）やまぐちの特色を活かした持続可能なツーリズムの推進 

（２）「やまぐち DMO」を核とした魅力ある観光地域づくりの推進 

（３）観光客の満足度を高めるおもてなしの推進 

（４）観光消費額を高める付加価値の高い商品・サービスの開発 

（５）観光客の安心・安全の確保 

 



 

 

6 

 

施策の柱２ 「観光客の心をつかむ戦略的なプロモーションの展開」 

＜基本施策＞ 

（１）観光需要の拡大に向けた効果的なプロモーションの展開 

（２）プロモーション力を高めるデジタル技術の活用 

 

施策の柱３ 「やまぐちの多彩な魅力を活かした幅広い交流促進策の推進」 

＜基本施策＞ 

（１）スポーツの力を活用した交流促進 

（２）多彩な文化資源を活用した文化観光の推進 

（３）国際交流の推進 

（４）ＭＩＣＥ誘致による交流人口の拡大 

（５）交流を活発化する交通ネットワークの機能強化 

（６）新たな人の流れを呼び込むワーケーションの推進 

 

施策の柱４ 「反転攻勢に向けた誘客対策の強化によるインバウンドの拡大」 

＜基本施策＞ 

（１）大阪・関西万博の開催などを見据えた海外からの誘客対策の強化と受入環境の充実 

（２）クルーズ船の誘致推進  

（３）国際航空路線等の再開・定着 

 

山口県は「やまぐちの特色を活かした持続可能なツーリズムの推進」として豊かな自然・歴

史・文化等の魅力的な観光資源や、海・山がもたらす多彩な産品を活かし、多様な観光ニーズに

対応した、やまぐちならではのツーリズムを創出することを推進しています。 

また、地域経済の活性化を図るため、関連事業者が連携して行う、観光消費額向上に向けた

観光コンテンツの造成を支援するとともに、観光地域全体の「稼ぐ力」を向上させる観光地経

営の実践に向けた支援や事業者の販路拡大に向けた取組支援等、観光消費を高める取組を促進

することを方針として掲げています。 

 



 

 

7 

 

第２章 前計画の検証 

１．第 2 次美祢市観光振興計画の概要 

「第 2次美祢市観光振興計画」の取組状況については、次のとおりとなります。 

 

策     定：令和 2年 3月（令和 5年 3月改訂） 

 計 画 期 間：令和 2年度から令和 6年度までの 5年間 

なお、3年度目に効果検証を行いながら、4年度目以降の取組を策定することと

していたため、令和 5年 3月に一部見直しを行いました。 

 

【参考：第 2次美祢市観光振興計画より】 
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２．数値目標の達成状況 

令和 5年度の観光交流人口は目標値と比較して未達でありましたが、新型コロナウイルス感染症

拡大後から徐々に回復の傾向を示しており、今後も増加することが期待されます。本市を代表する

観光施設である秋芳洞、大正洞、景清洞の入洞者数（三洞入洞者数）も令和 4年度と比較して令和

5 年度は増加しており、増加分が観光交流人口の増加に大きく影響していることがうかがえます。 

新型コロナウイルスの感染が拡大し海外からの来訪者数は大幅に落ち込みましたが、個人旅行の

受入が解禁された令和 4年 10 月以降、新型コロナウイルス感染症拡大前の令和元 (2019)年度比に

おいて訪日外国人旅行者数は増加しており、回復の兆しがうかがえます。 

 

目標指標 

令和元年度 

実績値 

令和 4 年度 

実績値 

令和 5 年度 

目標値(a) 

令和 5 年度 

実績値(b) 

達成率 

(b)/(a) 

令和 6 年度 

目標値(c) 

三洞入洞者数 464 千人 382 千人 426 千人 407 千人 95.6% 436 千人 

観光交流人口 1,400 千人 1,169 千人 1,238 千人 1,194 千人 96.4% 1,301 千人 

外国人来訪者数 51 千人 2 千人 55 千人 18 千人 32.7% 67 千人 

宿泊者数 61 千人 43 千人 53 千人 46 千人 86.8% 61 千人 

美祢市観光の満足度 3.75 ポイント 3.72 ポイント 4.00 ポイント 3.65 ポイント 91.3% 4.00 ポイント 

リピーター率 48％ 66％ 60％ 63％ 105.0% 60％ 

 

３．観光施策の成果と課題 

前計画で掲げた基本方針ごとの施策の取組状況は、次のとおりとなります。 

主な成果 主な課題 

１．組織体制の強化 

 ＊美祢市観光協会が R4.10 に候補法人 DMO か

ら登録 DMO に認定されました。R5 から広域

DMO のせとうち DMO との連携を通じ、施設

の視察や DMO 講演会を実施し、関係者への

理解を深めました。 

 ＊みねシュランの認定研修を継続実施する

とともに、ジオガイドや観光アテンダント

を対象にインバウンド向けの講演を行い、

訪日外国人観光客への受入環境整備を促

進しました。 

２．豊かな観光資源の保全と活用 

 ＊Wi-Fi 環境の整備やトイレの洋式化を計画

的に実施しました。 

 ＊展望台から秋芳洞エレベーター口への動

線整備のため、カルスターにキャッシュレ

ス販売機を導入しました。 

１．組織体制の強化 

 ＊観光イベントについては、地域団体、市民

交流など一定程度定着していますが、観光

客を誘客する仕掛け、滞在時間の延長、観

光消費額の増加につながる仕組み作りを

図る必要があります。 

 ＊継続的な研修等を通じ、観光事業者やガイ

ドのスキルアップを図ることでおもてな

しの意識を醸成し、観光客満足度の向上に

つなげることが必要です。 

 

２．豊かな観光資源の保全と活用 

 ＊継続的に関係部署と連携し、空き店舗の対

策・整備や統一したわかりやすい案内表示

の整備等を行っていく必要があります。秋

吉台地域景観・施設整備基本計画を基に、

ユニバーサルデザイン化も視野に入れた
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＊R2 にセグウェイツアーの開始、R3 にトゥ

クトゥクの導入、R4に秋芳洞トゥクトゥク

ジオガイドツアーを造成販売するなど、秋

吉台ならではの特性を活かしたアクティ

ビティを整備しました。 

＊観光協会において、地元事業者と連携した

炭鉱ホルモンを開発しました。 

３．戦略的な情報発信 

 ＊観光協会において、顧客管理システムの導

入による各種情報の収集、インバウンドの

アクティビティ販路拡大に向け JTB Bokun

を導入しました。観光協会の HP「カルスト

ドットコム」において、最新観光情報を発

信とするとともに、各種ツアー募集の案内

と予約につながる仕組みを構築しました。 

＊テレビ・ラジオ・雑誌・SNS を使用した PR

活動、観光協会 HP での情報発信を実施し

ました。R4 からはサンリオキャラクター

「シナモロール」との連携、R5 からは東京・

関西に向けた PR 活動に注力しました。 

＊海外向けには台湾旅行社への訪問や商談

会での PR活動を実施しました。 

４．旅行者の満足度の向上 

 ＊観光事業者向けにコロナ研修やおもてな

し講座等、ニーズに合わせた研修を継続的

に実施しました。 

 ＊カルストタクシーの運営及び新ルートの

実証等を行うとともに、山口県の Maas ア

プリ等を活用した二次交通の充実を図り

ました。 

＊新たに民泊事業を実施する事業者に対し、

施設改修費の補助を実施し、宿泊施設の充

実に繋げました。 

５．連携による更なる発展 

 ＊山口県央連携（山口ゆめ回廊）やながと路・

長州路等近隣市町との連携を継続し、圏域

内の交流人口の拡大と周遊促進を図る各

種事業、プロモーションを実施しました。 

＊大人の社会見学（産業観光ツアー）を企画・

実施しました。 

整備も必要です。 

＊秋芳洞地域のイベントにおいては、地域へ

の経済効果を含めた効果検証や、ブラッシ

ュアップを行いながら開催するとともに、

他地域との差別化を図ったツーリズムの

造成と PR 活動を強化していく必要があり

ます。 

３．戦略的な情報発信 

 ＊収集した顧客情報のデータ分析を行い、ブ

ランディングやマーケティング手法を用

いた観光情報発信施策の検討、観光プロモ

ーションの強化の取組が必要です。 

＊観光協会の HP「カルストドットコム」の更

なる認知度向上とインバウンド向けの対

策が必要です。 

＊各種 SNSでの計画的な情報発信と観光客増

加につながる発信手法の検討が課題です。 

＊秋吉台ならではのアクティビティ開発等、

他地域との差別化を図る取組や、訪日旅行

者向けのパンフレットや案内看板の多言

語化、ガイドの育成等、インバウンド受入

環境整備の充実を図る取組が必要です。 

４．旅行者の満足度の向上 

 ＊継続的な研修会等の開催と積極的な参加

を促し、おもてなし意識の醸成、地域リー

ダーとなる人材の発掘を図ることで、観光

客満足度の向上、リピーター確保につなげ

る取組が必要です。 

＊家族旅行村・リフレッシュパークの両キャ

ンプ場の活用や、宿泊施設、域内交通の充

実を継続的に行い、滞在時間の延長につな

がる仕組みを構築していくことが必要で

す。 

５．連携による更なる発展 

 ＊継続的に近隣観光地との連携を推進しな

がら、本市の特色を取り入れたコンテンツ

やツアーの開催、合同プロモーションを実

施することで、広域な観光推進を図る取組

が必要です。 
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第３章 美祢市観光の現況 

１．国内旅行者の現状と課題 

（１） 国内旅行者の現状 

① 来訪者数の推移 

本市来訪者は、2019 年では 140 万人を突破し、その後新型コロナウイルス感染症拡大により旅

行者数は落ち込みましたが、2023 年には 119 万人まで回復しています。 

 

出典：山口県の宿泊者及び観光客の動向 

 

② 県外・県内別来訪者数の推移 

本市来訪者は、2023 年では、県外観光客が 784,612 人（県外比率 65.7％）という結果でした。新

型コロナウイルス感染症拡大時の 2020 年、2021 年では県外観光客の落ち込みは大きく影響してい

ることがわかります。一方で、県内からの来訪者は減少しているものの県外観光客と比較すると減

少幅が少ないことがわかります。ただし、2023 年では県外観光客が大きく増加しているのに対して、

県内観光客は減少している点に課題があります。 

出典：山口県の宿泊者及び観光客の動向 
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③ 発地別来訪者数（2023 年） 

2023 年の本市への県外からの来訪者数を見ると、中国地方（147,601 人：12.4％）、関東地方

（145,975 人：12.2％）が多く、次いで、近畿地方（117,731 人：9.9％）となっています。隣県エ

リアである九州・沖縄地方は、86,234 人（7.2％）という結果でした。 

 

出典：山口県の宿泊者及び観光客の動向 

 

 

④ 月別来訪者数（2023 年） 

本市の月別の来訪者数は 8 月が最も多く（196,693 人）、次いで 5 月（133,762 人）が多くなってい

ます。一方で、1 月の来訪者が最も少なくなっています（56,164 人）。春（G.W.）や夏季の来訪が中

心の観光地と考えられます。 

 

 

出典：山口県の宿泊者及び観光客の動向 
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（２） 国内旅行者の課題 

令和 5年度の本市来訪者意識・動態調査によると、本市を訪問する 8.5 割以上の旅行者は日帰り

旅行又は市外での宿泊旅行者であり、市内での滞在時間は 1～3 時間程度が 6 割以上となっていま

す。 

 

① 滞在時間（n=1,986） 

滞在時間 

 

出典：令和 5年度美祢市観光動態調査報告書 
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② 今回の旅行の宿泊地(n=1,986 複数回答) 

本市を訪問する旅行者において、山口県内での宿泊割合が多く、特に山口市・長門市・萩市での

宿泊割合が多い傾向があります。 

 

 

出典：令和 5年度美祢市観光動態調査報告書 

 

③ 市内消費額(n=1,986) 

市内消費額においては、総額が 5,769 円、飲食費が 2,517 円、買い物代が 2,153 円、となってお

り、「滞在時間の拡大」「一人当たりの現地観光消費額の向上」などが課題として対策が求められま

す。 

 

 

出典：令和 5年度美祢市観光動態調査報告書 

 

 ※春期、夏期、秋期は対面調査で実施、留置は調査か所に調査票を配置して調査を実施。 
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④ 評価 

本市全体の評価では「大変良かった」と「良かった」の合計が 75.4％と 7 割以上の旅行者が概ね

良かったと評価しています。同じく合計数値が 5 割以上の上位項目は、「観光施設」60.0%、「おも

てなし」57.9％、「お食事」53.4％、「アクセス」50.4％と続き、最も評価が低かったのは「お土産

品」47.3％となっています。お土産品については「普通」と回答した割合も高く、今後、新商品の

開発を検討するなどの対策が求められます。 

 

本市の評価 

 

出典：令和 5年度美祢市観光動態調査報告書 
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２．訪日外国人旅行者の現状と課題 

（１） 訪日外国人旅行者の現状 

① 外国人旅行者数 

本市を訪れる外国人旅行者は、2018 (平成 30) 年には 5 万人を突破していました。その後、新

型コロナウイルス感染症拡大の影響がありましたが、2023(令和 5) 年には 17,677 人まで回復して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典:山口県の宿泊者数及び観光客の動向 

 

② 国・地域別旅行者割合（令和 5年） 

日本を訪問する外国人旅行者数は、令和 5年に大きく増加しており、令和 6年においても全国

的に増加していることから、今後も拡大することが期待されています。 

「令和 5年山口県の宿泊者数及び観光客の動向」の市場別外国人観光客数より、本市における

インバウンドは、韓国・台湾・香港をはじめとする東アジアエリアの訪問者が約 9割となってい

ます。 

 

出典：山口県の宿泊者数及び観光客の動向 
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③ アジア居住者における訪問経験と再訪意向 

アジア居住者の日本訪問経験者数及び再訪問意向率は高いことが分かります。 

 

出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024 年度版 

 

④ 直近の訪日旅行について 

水際対策が大幅に緩和された 2022(令和 4)年 10月以降の訪日旅行と新型コロナ流行前の 2019(令

和元)年以前の訪日旅行を比べると、新型コロナウイルス感染症収束後の訪日旅行ではアジア、欧

米豪ともにミレニアル世代の割合が増加し、X 世代やベビーブーマー世代等の中高年層の割合が

低下しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊本レポートにおける世代区分Ｚ世代（20～24 歳）、ミレニアル世代（25～39 歳）、Ｘ世代（40～54 歳）、 

ベビーブーマー世代（55 歳～） 

出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024 年度版 

＊再訪意向は各国・地域の

訪問経験者を 100 とした場

合の訪問意向率を算出し

たもの。日本（n=3,067）韓

国（n=1,664) ニュージーラ

ンド（n=542)中国（n=1,313) 

台湾（n=1,450) 
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訪日回数では、新型コロナウイルス感染症収束後はアジア・欧米豪ともにリピーターの割合が増

加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024 年度版 

⑤ 地方訪問意向について 

本市への訪問者が多い韓国・台湾・香港をはじめとする東アジアエリアにおいても地方観光地へ

の訪問意向は高いことが分かります。訪日リピーターを中心に、アジア及び欧米豪居住者ともにミ

レニアル世代(25～39 歳)の地方訪問者数の増加が期待されています。 

 

出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024 年度版 
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（２） 訪日外国人旅行者の課題 

① 日本の観光地の認知と訪問意向 

インバウンドは全国的に増加することが期待されるものの、日本の観光地の認知率と観光地の認

知者における訪問意向率は強い相関があり、認知率が高まるほど訪問意向率が高まる傾向にありま

す。本市の訪日外国人旅行者を増加させるためには、本市に来訪の多い韓国、台湾をはじめとする

リピーターをターゲットとした情報発信を行うとともに、本市の認知度向上を図るための取組が必

要です。 

 

出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024 年度版 

 

② 訪日旅行経験者を対象とした訪日旅行の思案段階・計画段階・予約段階・実行（出発～旅

行中）段階で最も参考にした旅行情報（回答は１つ） 

情報収集方法には初訪日者と訪日リピーターで傾向の違いがみられます。 

 

 

出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024 年度版 
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全般的に、旅行会社の HP は訪日リピーターに比べ初訪日者の割合が高い一方、動画サイトは初

訪日者に比べ訪日リピーターの割合が高いことが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：DBJ・JTBF アジア・欧米豪訪日外国人旅行者の意向調査 2024 年度版 
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第４章 アンケート調査・ヒアリング調査 

１．アンケート調査概要 

アンケート調査については、以下の方向性で実施しました。 

≪アンケート調査の方向性等≫ 

 

≪実施概要≫ 

①国内アンケート 

調査手法 インターネット調査 

対象者 スクリーニング調査：全国の 18 歳以上の男女 

本調査条件：美祢市観光未訪問者 

サンプル数 スクリーニング調査：6,854 名 

本調査：1,043 名 

②国外アンケート 

調査手法 インターネット調査 

対象者 アメリカ、台湾、オーストラリアに住む 20歳以上の男女 

かつ日本に旅行経験のある方 

サンプル数 150 名（各国 50 名） 

③観光客アンケート 

調査手法 対面聞き取り調査 

対象者 美祢市来訪者（観光客） 

調査地点 秋吉台カルスト展望台前、秋芳洞案内所前 

調査日 2024 年 9月 28 日（土）、29 日（日）10月 5日（土）、6日（日）の 4日間 

サンプル数 647 名（秋吉台カルスト展望台前 323 名、秋芳洞案内所前 324 名） 

④事業者アンケート 

調査手法 郵送調査 

対象者 美祢市内事業者 607 者 

サンプル数 206 者 
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２．国内アンケート調査結果 

（１） 美祢市の認知率 

本市の認知率（よく知っている、知っている、少し知っている）は、14.9％でした。性年代別に

見ると、男性の認知率が高く、居住地別に見ると、中国地方、九州・沖縄地方での認知率が高くな

っています。具体的な本市の観光コンテンツの認知率については、「秋吉台」13.8％、「秋芳洞」10.1％

があげられているものの、「特になし、思いつかない」という回答が最も多く、「美祢市観光」と具

体的な観光資源が結びついていない状況がうかがえます。 

 

（２） 美祢市観光に関心が持てない理由 

本市観光に関心が持てない理由として、「美祢市の観光地の情報があまりないから」が最も多く

54.5％の方が理由にあげています。次いで「遠いから」という理由が 40.8％となっています。 

本市の情報を十分に取得していないため、本市でどのような観光ができるのか（何が食べられるの

か、どのような体験ができるのか）がイメージできていない状況であると推察されます。 

 

美祢市

認知率

美祢市認知率
（よく知っている＋知っている＋少し知っている）

14.9％
よく知っている

（町名までわかる）

1.6%

知っている

（主な観光地までわかる）

4.2%

少し知っている

（県内での位置はわかる）

9.1%

あまり知らない

（美祢市という地名のみ）

22.6%知らない

62.6%

(n=6,854)

Q 山口県「美祢市」について知っていますか？

 

n
数

認
知
し
て
い
る

（
計

）

  全  体 6,854 14.9

20代以下男性 499 19.4

30代男性 474 17.7

40代男性 593 19.6

50代男性 634 20.0

60代以上男性 1,108 22.4

20代以下女性 585 9.6

30代女性 521 6.7

40代女性 627 9.5

50代女性 633 10.8

60代以上女性 1,180 10.5

北海道・東北地方 632 6.2

関東地方 2,797 10.9

中部地方 1,159 9.0

近畿地方 1,298 16.7

山口県以外の中国地方 296 43.0

山口県 40 97.5

四国地方 153 16.4

九州・沖縄地方 479 33.8

性
年
代

地
域

【性年代別/居住地域別クロス集計】

男性の認知率が高い

認知率ランキング
❶山口県
❷中国地方（山口県除く）
❸九州・沖縄地方
❹近畿地方
❺四国地方

美祢市で知っている観光コンテンツ

特になし、思いつかない

59.２％

秋吉台１３.８％ 秋芳洞１０.１％

関心がない理由
Q 山口県「美祢市」を旅行先として関心が持てない理由で

あてはまるものをお答えください。

54.5

40.8

13.6

10.5

6.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

美祢市の観光地の情報があまりないから

遠いから

交通手段が不便だから

魅力的な観光スポットがないから

魅力的なグルメがないから
(n=191)

美祢市の観光地の
情報があまりないから

５４.５％

１
遠いから

４０.８％

２

 

n
数

美

祢

市

の

観

光

地

の

情
報
が
あ
ま
り
な
い

か

ら

魅
力
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

が

な

い

か

ら

魅
力
的
な
グ
ル
メ

が

な

い

か

ら

遠
い

か

ら

交
通
手
段
が
不
便

だ

か

ら

  全  体 191 54.5 10.5 6.8 40.8 13.6

20代以下男性 23 43.5 13.0 8.7 47.8 17.4

30代男性 20 55.0 5.0 0.0 60.0 20.0

40代男性 24 62.5 8.3 8.3 37.5 12.5

50代男性 21 42.9 4.8 9.5 57.1 23.8

60代以上男性 23 60.9 8.7 4.3 34.8 8.7

20代以下女性 12 58.3 25.0 16.7 33.3 8.3

30代女性 14 42.9 28.6 7.1 28.6 7.1

40代女性 16 43.8 12.5 12.5 37.5 6.3

50代女性 21 47.6 9.5 4.8 38.1 19.0

60代以上女性 17 88.2 0.0 0.0 23.5 5.9

北海道・東北地方 16 37.5 12.5 12.5 62.5 6.3

関東地方 86 52.3 11.6 4.7 45.3 16.3

中部地方 24 33.3 4.2 4.2 54.2 12.5

近畿地方 38 68.4 7.9 10.5 34.2 10.5

山口県以外の中国地方 5 60.0 40.0 20.0 20.0 0.0

山口県 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

四国地方 5 60.0 0.0 0.0 40.0 20.0

九州・沖縄地方 17 76.5 11.8 5.9 0.0 17.6

性
年
代

地
域

【性年代別/居住地域別クロス集計】
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（３） 美祢市観光コンテンツ認知 

本市の観光コンテンツの認知率は、「秋吉台」48.6％「秋芳洞」36.9％が上位を占めていますが、

他のコンテンツでは 10％未満という結果でした。また、本市を知らないが、秋吉台、秋芳洞は知っ

ていると回答される方は 3割程度となっています。「秋吉台」「秋芳洞」が「美祢市」の観光地であ

るという認識をしていないので、「秋吉台」「秋芳洞」を訪れたついでに本市の他の観光コンテンツ

も訪れようという意識にならない可能性があると考えられます。 

 

 

（４） 美祢市の訪問意向 

本市への訪問意向では、訪問意向あり（ぜひ訪れてみたいと思う、訪れてみたいと思う、やや訪

れてみたいと思う）が 55.8％でした。 

 

 

美祢市観光
コンテンツ認知

Q あなたが次の山口県「美祢市」の観光地・お土産・アクティビティで知っているもの、関心があるもの、体験してみたいもの
をお答えください。

48.6

36.9

7.7

6.4

5.5

5.5

5.4

5.3

4.0

3.6

2.6

1.6

1.5

1.3

0.8

39.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

秋吉台

秋芳洞

秋吉台サファリランド

サイクリング

マス釣り

トゥクトゥク

セグウェイ

別府弁天池

秋吉台の山焼き

収穫体験（梨やごぼう等）

大正洞

ジオガイドツアー

景清洞

ケイビング（未公開エリアの洞窟探検）

万倉の大岩郷

当てはまるものはない

 

n
数

秋
吉
台

秋
芳
洞

別
府
弁
天
池

大
正
洞

景
清
洞

万
倉
の
大
岩
郷

秋
吉
台
サ
フ
ァ
リ
ラ
ン
ド

  全  体 1,043 48.6 36.9 5.3 2.6 1.5 0.8 7.7

知っている（計）（よく知っている～少し知っている） 75 85.3 66.7 8.0 5.3 1.3 0.0 24.0

　　よく知っている（町名までわかる） 3 66.7 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

　　知っている（主な観光地までわかる） 5 80.0 80.0 20.0 20.0 0.0 0.0 20.0

　　少し知っている（県内での位置はわかる） 67 86.6 65.7 7.5 4.5 1.5 0.0 20.9

あまり知らない（美祢市という地名のみ） 231 69.7 58.0 6.9 3.9 1.3 0.4 13.4

知らない 737 38.3 27.3 4.5 1.9 1.6 0.9 4.2

美
祢
市
認
知

「秋吉台」「秋芳洞」以外の
観光コンテンツは、

１０％未満

美祢市認知 × 美祢市観光コンテンツの認知

美祢市は知らないが、「秋吉台」「秋芳洞」は知っているが一定数存在している ▲ ▲

美祢市への
来訪意向

Q 山口県「美祢市」を観光の目的地として訪れてみたいと思いますか。

ぜひ訪れてみたいと思う

5.8%

訪れてみたいと

思う

15.1%

やや訪れてみたいと思う

34.9%

あまり訪れてみたい

とは思わない

21.3%

訪れてみたい

とは思わない

9.4%

まったく訪れてみたい

とは思わない

13.4%

(n=1,043)

美祢市来訪意向あり
（ぜひ＋訪れてみたい＋やや）

５５.８％

【性年代別/居住地域別クロス集計】

 

n
数

ぜ
ひ
訪
れ
て
み
た
い
と
思
う

訪
れ
て
み
た
い
と
思
う

や
や
訪
れ
て
み
た
い
と
思
う

あ
ま
り
訪
れ
て
み
た
い
と
は

思
わ
な
い

訪
れ
て
み
た
い
と
は
思
わ
ない

ま
っ
た
く
訪
れ
て
み
た
い
と

は
思
わ
な
い

訪
れ
て
み
た
い

（
計

）
  全  体 1,043 5.8 15.1 34.9 21.3 9.4 13.4 55.9

20代以下男性 100 5.0 15.0 39.0 19.0 6.0 16.0 59.0

30代男性 104 5.8 8.7 39.4 19.2 10.6 16.3 53.8

40代男性 102 2.9 11.8 33.3 25.5 11.8 14.7 48.0

50代男性 106 3.8 21.7 32.1 25.5 9.4 7.5 57.5

60代以上男性 110 5.5 18.2 34.5 19.1 10.9 11.8 58.2

20代以下女性 101 9.9 9.9 28.7 22.8 11.9 16.8 48.5

30代女性 106 2.8 15.1 36.8 20.8 10.4 14.2 54.7

40代女性 102 6.9 12.7 33.3 20.6 6.9 19.6 52.9

50代女性 106 6.6 15.1 37.7 21.7 8.5 10.4 59.4

60代以上女性 106 9.4 22.6 34.0 18.9 7.5 7.5 66.0

北海道・東北地方 105 5.7 16.2 34.3 18.1 5.7 20.0 56.2

関東地方 461 5.9 15.6 37.3 18.0 9.8 13.4 58.8

中部地方 192 5.7 12.5 25.0 28.6 11.5 16.7 43.2

近畿地方 176 6.3 14.2 40.9 21.6 7.4 9.7 61.4

山口県以外の中国地方 25 8.0 20.0 24.0 24.0 12.0 12.0 52.0

山口県 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

四国地方 18 5.6 5.6 44.4 22.2 16.7 5.6 55.6

九州・沖縄地方 66 4.5 21.2 33.3 25.8 9.1 6.1 59.1

性
年
代

地
域
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夏の納涼スポットとして本市への来訪意向を質問すると、訪問意向あり（ぜひ訪れてみたいと思

う、訪れてみたいと思う、やや訪れてみたいと思う）が 64.2％であり、納涼スポットとしての訪問

の可能性も考えられる結果が得られました。 

 
 

（５） 美祢市訪問意向有の方の自然観光のニーズ 

本市への訪問意向がある方（ぜひ訪れてみたい）の自然観光へのニーズを分析すると、行いたい

コンテンツでは、全体傾向と比較して特に「自然の中でのアクティビティ」「自然の中をドライブ・

ツーリング・サイクリング」「山登りやハイキング」「アウトドア・キャンプ」の体験意向が高い割

合となっています。美祢市への訪問意向が高い方は、アクティビティ系のコンテンツへの関心が高

いことがうかがえます。 

 

 

納涼スポットとしての

美祢市への
来訪意向

Q 夏の納涼スポットとして「秋芳洞」を訪れてみたいと思いますか。

納涼スポットとして
美祢市来訪意向あり
（ぜひ＋訪れてみたい＋やや）

64.2％

【性年代別/居住地域別クロス集計】

ぜひ訪れてみたいと思う

10.4%

訪れてみたいと

思う

22.1%

やや訪れてみたいと思う

31.7%

あまり訪れてみたい

とは思わない

16.6%

訪れてみたいとは思わない

7.7%

まったく訪れてみたいとは思わない

11.5%

(n=1,043)

 

ｎ
数

ぜ
ひ
訪
れ
て
み
た
い
と
思
う

訪
れ
て
み
た
い
と
思
う

や
や
訪
れ
て
み
た
い
と
思
う

あ
ま
り
訪
れ
て
み
た
い
と
は

思
わ
な
い

訪
れ
て
み
た
い
と
は
思
わ
ない

ま
っ
た
く
訪
れ
て
み
た
い
と

は
思
わ
な
い

訪
れ
て
み
た
い

（
計

）
  全  体 1,043 10.4 22.1 31.7 16.6 7.7 11.5 64.2

20代以下男性 100 3.0 30.0 31.0 14.0 7.0 15.0 64.0

30代男性 104 8.7 19.2 29.8 21.2 5.8 15.4 57.7

40代男性 102 5.9 21.6 30.4 18.6 11.8 11.8 57.8

50代男性 106 9.4 20.8 31.1 25.5 7.5 5.7 61.3

60代以上男性 110 10.9 23.6 33.6 11.8 11.8 8.2 68.2

20代以下女性 101 19.8 12.9 26.7 14.9 10.9 14.9 59.4

30代女性 106 7.5 31.1 28.3 13.2 7.5 12.3 67.0

40代女性 102 8.8 15.7 35.3 17.6 6.9 15.7 59.8

50代女性 106 11.3 21.7 38.7 15.1 3.8 9.4 71.7

60代以上女性 106 17.9 24.5 32.1 14.2 3.8 7.5 74.5

北海道・東北地方 105 7.6 23.8 28.6 14.3 5.7 20.0 60.0

関東地方 461 10.6 21.3 33.8 15.2 8.7 10.4 65.7

中部地方 192 9.9 19.8 25.5 22.4 8.3 14.1 55.2

近畿地方 176 10.2 27.3 30.7 17.6 6.3 8.0 68.2

山口県以外の中国地方 25 24.0 8.0 36.0 12.0 8.0 12.0 68.0

山口県 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

四国地方 18 11.1 11.1 44.4 22.2 5.6 5.6 66.7

九州・沖縄地方 66 9.1 27.3 37.9 10.6 6.1 9.1 74.2

性
年
代

地
域

美祢市訪問意向
×

自然観光ニーズ

美祢市訪問意向有の方と全体傾向との比較
→美祢市訪問意向者の特徴点

ｎ
数

（
自
然
を
見
な
が
ら
/

周
辺
で
の

）
食
事

（
自
然
を
見
な
が
ら
/

周
辺
で
の

）
宿
泊

自
然
鑑
賞

風
景
写
真
を
撮
る

自
然
の
中
で
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

自
然
の
中
を
ド
ラ
イ
ブ
・

ツ
ー
リ
ン
グ
・

サ
イ
ク
リ
ン
グ

自
然
散
策
／
自
然
浴

山
登
り
や
ハ
イ
キ
ン
グ

ア
ウ
ト
ド
ア
・
キ
ャ
ン
プ

そ
の
他

  全  体 708 40.7 38.8 43.2 34.5 25.3 32.1 48.4 32.2 26.4 0.4

美祢市を観光の目的地としてと訪れてみたい（計） 483 43.9 41.6 48.7 38.5 27.3 35.2 52.8 32.3 24.8 0.4

　　ぜひ訪れてみたいと思う 54 42.6 44.4 53.7 40.7 42.6 51.9 63.0 46.3 37.0 0.0

　　訪れてみたいと思う 139 47.5 47.5 54.0 38.8 26.6 30.9 52.5 28.8 24.5 0.0

　　やや訪れてみたいと思う 290 42.4 38.3 45.2 37.9 24.8 34.1 51.0 31.4 22.8 0.7

【主目的】
  全  体 708 10.3 12.7 15.1 6.4 6.9 8.9 19.6 9.7 10.0 0.3

美祢市を観光の目的地としてと訪れてみたい（計） 483 10.1 12.4 16.6 7.5 7.2 8.9 20.1 8.9 8.1 0.2

　　ぜひ訪れてみたいと思う 54 3.7 13.0 18.5 7.4 9.3 13.0 20.4 7.4 7.4 0.0

　　訪れてみたいと思う 139 9.4 15.1 17.3 7.9 5.0 5.8 18.7 10.8 10.1 0.0

　　やや訪れてみたいと思う 290 11.7 11.0 15.9 7.2 7.9 9.7 20.7 8.3 7.2 0.3

美
祢
市
訪

問
意
向

美
祢
市
訪

問
意
向

【行ったことがあるもの】

■実際に行ったことがあるコンテンツ
■自然観光の主目的

 

ｎ
数

（
自
然
を
見
な
が
ら
/

周
辺
で
の

）
食
事

（
自
然
を
見
な
が
ら
/

周
辺
で
の

）
宿
泊

自
然
鑑
賞

風
景
写
真
を
撮
る

自
然
の
中
で
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

自
然
の
中
を
ド
ラ
イ
ブ
・

ツ
ー
リ
ン
グ
・

サ
イ
ク
リ
ン
グ

自
然
散
策
／
自
然
浴

山
登
り
や
ハ
イ
キ
ン
グ

ア
ウ
ト
ド
ア
・
キ
ャ
ン
プ

  全  体 894 75.8 73.2 71.1 58.4 44.3 53.5 71.8 29.1 32.1

美祢市を観光の目的地としてと訪れてみたい（計） 574 81.0 79.3 80.5 67.4 51.4 60.3 81.5 34.8 35.7

　　ぜひ訪れてみたいと思う 61 85.2 80.3 90.2 88.5 73.8 78.7 85.2 59.0 57.4

　　訪れてみたいと思う 157 82.8 89.2 86.6 73.2 55.4 61.8 89.2 38.9 42.7

　　やや訪れてみたいと思う 356 79.5 74.7 76.1 61.2 45.8 56.5 77.5 28.9 28.9

美
祢
市
訪

問
意
向

■行いたいコンテンツ

（単位：％） 

（単位：％） 
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（６） 情報媒体 

旅行先を決める情報媒体では、「旅行サイト」「YouTube」「Instagram」が利用の上位となっていま

す。旅行サイトで個別の観光コンテンツを調べるとともに、「YouTube」「Instagram」で実際に美祢

市を訪れた方の一連の観光体験を調べるという行動もあることが推察されます。各情報コンテンツ

を個別に発信していくことも重要であると考えますが、一方でどのように周遊すれば美祢市を十分

に楽しめるのかというような情報提供も観光客は求めている可能性があると考えられます。 

 

 

（７） ターゲットに関する分析（美祢市訪問意向有） 

本市訪問意向がある関東在住の 50代以上の男性や 60代以上の女性がターゲットとなり、ゆっく

りと自然散策ができる観光が求められていることが分かります。情報媒体は旅行サイトを活用する

とともにオウンドメディアの活用やバイラルマーケーティングを行い、美祢市の魅力を提案してい

くことが重要と考えられます。 

 

 

 

 

情報媒体 Q 旅行先を選ぶ際、旅行中によく利用する情報収集の媒体をお答えください。

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

家族・友

人の話

（口頭）

パンフ

レット

市販の

ガイド

ブック

旅行サイ

ト

観光アプ

リ

新聞・雑

誌

テレビ・

ラジオ

旅行会

社の店

頭

旅行会

社のHP

観光地

（自治

体）の

HP

観光協

会HP

X（旧：

Twitte

r）

Faceb

ook

Instag

ram
LINE

その他

SNS

YouTu

be

その他

動画サイ

ト

観光案

内所
その他

旅行前 23.8 12.3 19.6 49.3 15.4 9.1 19.3 5.2 14.5 22.3 16.2 11.9 1.5 24.7 3.7 5.8 29.8 4.7 6.3 2.5

旅行中 7.8 21.0 14.2 26.9 16.3 2.1 3.2 1.2 3.1 16.5 14.3 8.9 0.4 20.0 2.9 4.6 10.0 2.2 20.7 4.2

(n=1,043)

旅行前
1位

旅行前
２位

旅行前
３位

【旅行先決定に関する情報媒体】（旅行前）

❶旅行サイト
❷YouTube
❸Instagram

単位：％

ターゲット
（美祢市来訪意向有）

美祢市に行きたい（計）の方の各回答上位3位まで

1位 2位 3位 1位 2位 3位

旅行サイト
観光地

（自治体）のHP
家族・友人の話

（口頭）
たまに旅行する

誘われて行ったこ
とがある程度

よく旅行する

56.2% 33.3% 30.1% 56.2% 16.4% 15.5%

旅行サイト 観光案内所
観光地

（自治体）のHP
自然散策/

自然浴
自然鑑賞

（自然を見ながら/
周辺での）宿泊

29.2% 27.9% 27.4% 55.4% 53.9% 46.6%

秋吉台 秋芳洞
秋吉台

サファリランド
自然散策/

自然浴
自然鑑賞

（自然を見ながら/
周辺での）宿泊

71.7% 56.2% 16.9% 19.2% 17.6% 14.5%

秋吉台 秋芳洞 別府弁天池
自然散策/

自然浴
自然鑑賞

（自然を見ながら/
周辺での）宿泊

59.8% 54.8% 22.4% 88.1% 87.6% 86.7%

秋吉台 秋芳洞
収穫体験

（梨やごぼう等）
関東地方 近畿地方 中部地方

47.9% 44.3% 20.5% 45.2% 16.4% 16.0%

秋芳洞 秋吉台
収穫体験

（梨やごぼう等）
60代以上女性 50代男性 60代以上男性

24.2% 20.5% 7.8% 15.5% 12.3% 11.9%

訪れてみたい
と思う

ぜひ訪れて
みたいと思う

やや訪れて
みたいと思う

50.2% 36.1% 12.3%

体験意向
(n=219)

最も体験して
みたいもの
(n=219)

行ったもの
(n=193)

自然を主目的
とした観光経験

(n=219)

やってみたい
自然観光
(n=218)

居住地
(n=219)

性年代
(n=219)

主目的
(n=193)

自
然
観
光

で
の
行
動

情
報
媒
体

旅行前
(n=219)

旅行中
(n=219)

美
祢
市
の
観
光
資
源

納涼スポットとしての
美祢市訪問意向

(n=219)

認知度
(n=219)

関心度
(n=219)

訪れてみたい（計）

98.6％

旅行する（計）
よく旅行する＋
たまに旅行する

71.7％
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【まとめ】 

 美祢市の認知率は、14.9％という結果でした。美祢市を知っている方の中で具体的なイメージを

尋ねると特にイメージがないことが分かりました（思いつかない：59.2％）。 

 美祢市を知らないが、「秋吉台」「秋芳洞」は知っていると回答された方は、3 割前後確認され、

「秋吉台」「秋芳洞」が美祢市の観光コンテンツという認識をされていないと推察されます。 

 美祢市を知っていて美祢市未訪問者の中で、美祢市の観光に興味がある方は 37.6％でした。 

 美祢市観光に関心を持っていない方の理由として、「美祢市の観光地の情報があまりないから」

との回答が 54.5％でした。観光客が関心・興味を持つような情報発信をしていくことが求めら

れます。 

 情報発信については、旅行サイトなどの個別の観光コンテンツの情報発信に加えて、SNS を活用

した旅行者の体験を共有できるような情報コンテンツを利用していくことで、さらに美祢市の魅

力を伝えることが可能になると考えます。 

  



 

 

27 

 

３．国外アンケート調査結果 

（１） 美祢市認知率 

本市を知っていると回答される外国人は、59.3％でした。本市の観光に関心があると回答される

外国人は 28.7％で、実際訪問経験がある方は 8.0％という結果でした。 

本市の認知率をさらに向上させるとともに、本市の観光に関心を持ってもらうための情報発信、

PR 活動が重要であると考えられます。 

 

 

  

外国人旅行者の
美祢市の認知

Q 次のうち、あなたのご経験・お立場に最も近いものを1つお答えください。

40.7

11.3

19.3

13.3

2.7

4.7

8.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

山口県美祢市を知らない

山口県美祢市の名前だけ知っている／

名前を聞いたことがある

山口県美祢市内の観光地も知っている

山口県美祢市内の観光地を知っており、

訪問してみたいと思う

山口県美祢市内の観光地を訪問しようと

実際に検討している（していた）

山口県美祢市内の観光地を訪問する

具体的な予定・予約がある

山口県美祢市内の観光地を

訪問したことがある
(n=150)

美祢市認知率

59.３％

美祢市関心率

28.７％

美祢市訪問率

8.０％

 

n
数

知
ら
な
い

名
前
だ
け
知
っ
て
い
る
／

名
前
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
る

観
光
地
も
知
っ
て
い
る

観
光
地
を
知
っ
て
お
り

、

訪
問
し
て
み
た
い
と
思
う

訪
問
し
よ
う
と
実
際
に
検

討
し
て
い
る

（
し
て
い
た

）

訪
問
す
る
具
体
的
な

予
定
・
予
約
が
あ
る

訪
問
し
た
こ
と
が
あ
る

 全  体 150 40.7 11.3 19.3 13.3 2.7 4.7 8.0
アメリカ 50 50.0 12.0 14.0 8.0 2.0 4.0 10.0
台湾 50 28.0 12.0 26.0 22.0 4.0 2.0 6.0
オーストラリア 50 44.0 10.0 18.0 10.0 2.0 8.0 8.0

国別クロス集計
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（２） 美祢市への訪問意向（自然を活用したコンテンツ） 

※秋吉台、秋芳洞の説明を行った後の訪問意向となります。 

【説明文】(日本語原文：調査対象者には英語・繁体字へ翻訳) 

秋吉台：秋吉台（あきよしだい）は、美祢市の中・東部に広がる日本最大級のカルスト台地です。1955 年に国定公

園（秋吉台国定公園）に、1964 年に特別天然記念物に指定されています。 

秋芳洞：秋吉台国定公園の地下 100m、その南麓に開口する日本屈指の大鍾乳洞「秋芳洞（あきよしどう）」。ひんや

りと肌をさす冷気漂う杉木立を通り抜けると、秋芳洞の入口です。洞内の観光コースは約 1km（総延長は 11.2km を

超え国内第 2位）、温度は四季を通じて 17℃で一定し、夏涼しく冬は温かく、快適に観光できます。時間が止まった

ような不思議な自然の造形の数々は変化に富み、私たちの心に大きな感動を呼び起こさせてくれます。 

 

本市への訪問意向については、83.3％の方が訪問したいという結果でした。前問では、関心率が

28.7％だったのに対して大きく向上しています。この設問では、観光コンテンツの説明を加えてい

ますのでそのことが影響していると考えられ、説明を十分にする情報発信を行うことで関心を持っ

てもらえる可能性を示していると考えられます。 

 

  

外国人旅行者の
美祢市へ来訪意向

Q 山口県美祢市では、自然を活用した観光コンテンツが多くあります。旅行先として美祢市に行ってみたいと思いますか。

美祢市来訪意向あり
（非常にそう思う＋そう思う）

８３.３％

非常にそう思う

34.0％

そう思う

49.3％

どちらともいえない

12.0％

そう思わない

4.0％

全くそう思わない

0.7％

(n=150)

いずれの国も来訪意向は８割以上。特に台湾の訪問意向が高い

国別クロス集計

 

n
数

非
常
に
そ
う
思
う

そ
う
思
う

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

そ
う
思
わ
な
い

全
く
そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
う

（
計

）
 全  体 150 34.0 49.3 12.0 4.0 0.7 83.3
アメリカ 50 32.0 42.0 16.0 10.0 0.0 74.0
台湾 50 40.0 56.0 4.0 0.0 0.0 96.0
オーストラリア 50 30.0 50.0 16.0 2.0 2.0 80.0

単位：％
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（３） 外国人が求めるコンテンツ 

訪日旅行をする際に何を楽しむのかについて質問したところ、最も多かったのが「伝統や歴史的

遺跡・建築等を楽しむ」であり、次いで多かったのが「豊かな自然を楽しむ」でした。 

国・地域別に見ると、「台湾」の方は「豊かな自然を楽しむ」が 32.0％であり、本市の観光コンテ

ンツとの親和性が高いことがうかがえます。 

 

 

（４） 美祢市各観光コンテンツの認知/関心/体験意向 

本市の各観光コンテンツの認知としては 2割前後という結果でしたが、各コンテンツのホームペ

ージを確認いただいた後に関心を確認すると、3 割から 4 割という結果でした。「大正洞」「ケイビ

ング」の関心がやや高い傾向を示しています。 

 

 

外国人旅行者の
旅行に求めるもの

Q あなたは、訪日旅行をするなら、どの旅行タイプだと思いますか。

85.3

84.7

76.0

74.0

73.3

71.3

66.7

58.7

47.3

4.0

31.3

14.0

14.0

8.0

8.0

15.3

2.7

4.0

2.0

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

伝統文化や

歴史的遺跡・建築等を楽しむ

食事やお酒を楽しむ

大都市の刺激、

エンターテイメントを楽しむ

リゾートや宿泊施設での滞在を楽しむ

アウトドア・アクティビティを楽しむ

豊かな自然を楽しむ

現地の人と交流を楽しむ

アートやデザインを楽しむ

ＳＮＳ等で共有・拡散を楽しむ

その他

あてはまるものすべて

最もあてはまるもの

(n=150)

 

n
数

伝
統
文
化
や
歴
史
的

遺
跡
・
建
築
等
を
楽
し
む

食
事
や
お
酒
を
楽
し
む

大
都
市
の
刺
激

、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を

楽
し
む

豊
か
な
自
然
を
楽
し
む

リ
ゾ
ー
ト
や
宿
泊
施
設
で

の
滞
在
を
楽
し
む

ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
を

楽
し
む

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

楽
し
む

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
共
有
・
拡
散

を
楽
し
む

現
地
の
人
と
交
流
を

楽
し
む

そ
の
他

 全  体 150 85.3 84.7 76.0 71.3 74.0 58.7 73.3 47.3 66.7 4.0
アメリカ 50 90.0 90.0 84.0 66.0 64.0 72.0 74.0 46.0 72.0 4.0
台湾 50 90.0 76.0 64.0 82.0 84.0 36.0 74.0 48.0 56.0 2.0
オーストラリア 50 76.0 88.0 80.0 66.0 74.0 68.0 72.0 48.0 72.0 6.0

 

n
数

伝
統
文
化
や
歴
史
的

遺
跡
・
建
築
等
を
楽
し
む

食
事
や
お
酒
を
楽
し
む

大
都
市
の
刺
激

、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を

楽
し
む

豊
か
な
自
然
を
楽
し
む

リ
ゾ
ー
ト
や
宿
泊
施
設
で

の
滞
在
を
楽
し
む

ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
を

楽
し
む

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

楽
し
む

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
共
有
・
拡
散

を
楽
し
む

現
地
の
人
と
交
流
を

楽
し
む

そ
の
他

 全  体 150 31.3 14.0 14.0 15.3 8.0 4.0 8.0 2.0 2.7 0.7
アメリカ 50 42.0 12.0 20.0 8.0 4.0 2.0 6.0 6.0 0.0 0.0
台湾 50 20.0 14.0 12.0 32.0 8.0 4.0 8.0 0.0 2.0 0.0
オーストラリア 50 32.0 16.0 10.0 6.0 12.0 6.0 10.0 0.0 6.0 2.0

最もあてはまるもの

伝統文化や歴史的遺跡・
建築等を楽しむ

31.３％

最もあてはまるもの

豊かな自然を楽しむ

15.３％ あてはまる

最も
あてはまるもの

外国人旅行者の
美祢市の

観光コンテンツの認知

(n=150)

秋吉台              20.7 37.3 24.7 2.7

秋芳洞              23.3 42.0 28.0 8.7

別府弁天池          16.0 43.3 27.3 6.0

大正洞              16.7 47.3 32.0 6.0

景清洞              18.7 42.7 26.7 3.3

万倉の大岩郷        20.0 42.7 32.0 7.3

秋吉台サファリランド 20.7 40.7 32.0 10.0

ジオガイドツアー    21.3 40.0 26.7 4.7

マス釣り            21.3 34.7 22.7 4.7

収穫体験（梨やごぼう等）                18.7 35.3 24.7 4.7

サイクリング        28.7 40.0 30.7 6.0

ケイビング（未公開エリアの洞窟探検）    22.0 46.7 34.7 10.7

セグウェイ          18.7 30.0 20.0 3.3

トゥクトゥク        21.3 37.3 27.3 4.0

秋吉台の山焼き      20.0 36.7 24.0 6.0

あてはまるものはない 30.7 11.3 12.0 12.0

単位：％

知っているもの 関心があるもの
体験してみたい

もの
最も体験して
みたいもの

認知率は
どのコンテンツ
でも２割前後

関心率は
３割～４割

各コンテンツのホームページ
を見て回答
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（５） 情報媒体 

旅行先を決める情報媒体では、「Google 検索（Google ローカルガイドを含む）」「旅行情報ウェブ

サイト」「友人・知人・家族等からの口コミ情報」が利用の上位となっていました。「Google 検索

（Google ローカルガイドを含む）」では、観光地の情報を確認するとともに口コミ情報等も確認し

ていることが推察されます。MEO 対策（Map Engine Optimization）が重要であると考えられます。 

 

 

 

【まとめ】 

 美祢市の認知率は、59.3％という結果でした。その中で美祢市の観光に関心を持っている外国人

旅行者は 28.7％でした。 

 美祢市の観光について知ってもらうだけでなく、どのように関心を持ってもらうのかが重要であ

ると考えます。美祢市の「秋吉台」「秋芳洞」について説明をした後、訪問意向を尋ねると、8割

以上の方が訪れたいと回答されています。特に台湾の旅行者は、9割以上が訪れたいと回答され

ています。 

 外国人旅行者が求めるコンテンツとして、美祢市の強みである「豊かな自然を楽しむ」は、15.3％

の方が最も求めるコンテンツであると回答されており、一定のニーズがあることがわかります。 

 一方で、美祢市の観光コンテンツの中でも大正洞やケイビング（未公開エリアの洞窟探検）の関

心が他のコンテンツと比較して高く、日本人観光客とは異なった傾向がうかがえました。 

  

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

友人・知人・家

族等からの口

コミ情報

旅行情報ウェ

ブサイト

（Japan-

guide.com

等）

レビューサイト

（TripAdviso

r等）

オンライン旅行

代理店サイト

（Expedia、

Getyourgui

de、KKDAY、

Klook、

Viator）

旅行会社の

ホームページ

旅行先の国や

自治体の公式

ホームページ

個人のブログ
X（旧

Twitter）
Facebook YouTube Instagram

Google検索

（Googleロー

カルガイドを含

む）

旅行雑誌・ガイ

ドブック（Ｌｏｎ

ｅｌｙ Ｐｌａｎｅｔ

等）

旅行前 50.7 52.7 47.3 44.7 33.3 35.3 26.7 12.0 26.0 42.0 30.7 64.7 36.0

旅行中 34.0 46.0 36.7 29.3 21.3 33.3 18.0 9.3 20.0 28.7 22.0 54.0 29.3

(n=150)

情報媒体 Q 旅行先を選ぶ際、旅行中によく利用する情報収集の媒体をお答えください。

旅行前２位
【旅行先決定に関する情報媒体】（旅行前）

❶Google検索
❷旅行情報ウェブサイト
❸友人・知人・家族等からの口コミ情報

単位：％

旅行前1位

旅行前３位
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４．観光客アンケート調査結果 

（１） 居住地（発地） 

本市来訪者の居住地を見ると、山口県外が 70.0％であり、山口県内の美祢市外が 27.0％でした。 

山口県内からは、「山口市」30.9％が最も多く、山口県外では、「福岡県」21.4％「広島県」16.3％

が最も多くなっています。 

 

 

（２） 訪問回数 

本市への訪問回数を見ると、初めての訪問が 42.3％であり、リピート訪問（2回目以上）が 57.6％

という結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美祢市来訪者の
居住地

美祢市内

2.2％

美祢市外

27.0％

山口県以外

70.0％

海外

0.8％

(n=647)

17.1

12.6

30.9

5.1

8.0

3.44.0
1.7 1.1 0.0

6.3
8.0

0.00.00.0
1.7

0.00.0
0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

下
関
市

宇
部
市

山
口
市

萩
市

防
府
市

下
松
市

岩
国
市

光
市

長
門
市

柳
井
市

周
南
市

山
陽
小
野
田
市

周
防
大
島
町

和
木
町

上
関
町

田
布
施
町

平
生
町

阿
武
町

(n=175)

順位 都道府県 割合 順位 都道府県 割合

1 福岡県              21.4 22 北海道              1.1

2 広島県              16.3 23 富山県              0.9

3 東京都              7.3 23 宮崎県              0.9

3 大阪府              7.3 25 栃木県              0.7

5 兵庫県              6.0 25 静岡県              0.7

6 神奈川県            2.9 25 和歌山県            0.7

6 岡山県              2.9 28 茨城県              0.4

6 大分県              2.9 28 長野県              0.4

9 千葉県              2.6 28 岐阜県              0.4

9 愛知県              2.6 28 三重県              0.4

11 鹿児島県            2.4 28 奈良県              0.4

12 香川県              2.2 28 徳島県              0.4

12 熊本県              2.2 28 高知県              0.4

14 埼玉県              2.0 35 福島県              0.2

15 京都府              1.5 35 群馬県              0.2

15 島根県              1.5 35 新潟県              0.2

15 佐賀県              1.5 35 山梨県              0.2

18 滋賀県              1.3 35 沖縄県              0.2

18 鳥取県              1.3 単位：％

18 愛媛県              1.3

18 長崎県              1.3

美祢市への
訪問回数

Q 美祢市を観光目的で訪れるのは今回で何度目ですか？

42.3

18.1

10.5

4.5

6.6

4.0

6.0

7.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

初めて

２回目

３回目

４回目

５回目

６～９回目

10～19回目

20回以上 (n=647)

２回目以上（リピート訪問）

５７．６％
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（３） 日帰り/宿泊（滞在日数/滞在時間） 

本市に訪れる観光客の 97.0％が日帰りで、美祢市に宿泊される方は 3.0％という結果でした。 

滞在時間を見ると、2時間程度が 32.1％と最も多くなっています。滞在時間を延ばすことで、食事

をする機会、観光消費をする機会が増えることから滞在時間を延ばしていくことが重要です。 

 

 

（４） 美祢市での観光行動の有無（食事、アクティビティ、お土産購入） 

本市を訪れた方の観光行動に着目すると、飲食率（昼食）が 50.5％、お土産の購入率が 56.4％で

した。 

アンケート内で、食事（昼食）を食べなかった理由を確認したところ、「他の観光地で食べる（食

べた）」という回答が 45.3％でした。市内での飲食率を向上させるためには、魅力的なグルメコン

テンツを開発することが重要であると考えられます。 

また、同様にお土産を購入しない理由を確認すると、「購入の予定なし」という回答が 70.9％で

した。このことは本市に観光に訪れる前にすでにお土産を購入する意向がないことを示しています。 

そのため、お土産購入のために、お土産店に立ち寄る行動が発生していない可能性を示唆していま

す。 

 

 

  

美祢市での
滞在時間

Q 今回の旅行で美祢市の宿泊日数/滞在時間はどのくらいですか？

11.4

32.1

25.7

21.2

6.6

2.2

0.3

0.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

１時間程度

２時間程度

３時間程度

４時間程度

ほぼ１日（日帰り）

１泊２日

２泊３日

３泊以上 (n=647)

日帰り率

９７．０％

美祢市観光での
観光行動

Q 今回の美祢市訪問で行ったこと/行う予定があることをお答えください。

50.5

6.6

12.4

56.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

食事（昼食）

食事（夕食）

アクティビティ・体験

お土産購入

(n=647)

美祢市で消費額を増額するためのポイントとして
①食事 ②お土産 ③体験料

が含まれるが、

昼食で５０．５％、お土産購入で５６．４％となっている
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（５） 周遊行動 

市内の周遊行動を見ると、1か所のみの訪問が 40.0％、2か所訪問が 45.0％であり、多くの方が

2 か所以内の訪問となっていることがわかります。 

訪れている地点を見ると、「秋芳洞」「秋吉台」「別府弁天池」が多くなっており、3地点以外の観

光地では、周遊されていないことがうかがえます。 

 

 

（６） 美祢市観光コンテンツの認知率/体験率/再訪意向 

本市の観光コンテンツの認知率/関心率/体験意向を見ると、「秋芳洞」「秋吉台」が認知率、訪問

率ともに高い傾向を示しています。 

 

 

 

美祢市観光の
周遊行動

Q 山口県「美祢市」を観光の目的地として訪れてみたいと思いますか。

25.7

21.0

13.9

5.4

2.6

1.5

1.4

1.1

0.8

0.6

0.5

0.3

0.3

0.3

0.3

0.3

2.0

40.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

秋芳洞

秋吉台

別府弁天池

秋吉台自然動物公園 サファリランド

安富屋

大正洞

道の駅みとう

道の駅おふく

秋吉台国際芸術村

景清洞

白糸の滝

美祢市歴史民俗資料館

美祢グランドホテル

秋吉台オートキャンプ場

白水の池

長登銅山文化交流館

その他

調査地点以外の訪問はない
(n=647)

40.0

45.0

12.2

2.5

0.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

1 （調査地点のみ）

2

3

4

5 (n=647)

１カ所のみ（調査地点のみ）

４０.０％

２カ所のみ
（調査地点ともう１カ所）

４５.０％

訪問カ所数 訪問地点（調査地点除く）

上位３つの調査地点が
１０％以上

美祢市観光コンテンツの
認知率等

認知率/訪問率/再訪意向 転換率 （未訪問者）関心率

(n=647)

認
知
率

訪
問
/
体
験
率

再
訪
/
再
体
験
意
向

知
っ
て
い
る
 

↓

 
訪
問

訪
問
　
↓

　
再
訪
意
向 (n=647)

未
訪
問
＋

関
心
が
あ
る

秋芳洞 99.4 94.4 29.1 秋芳洞 95.0 30.8 秋芳洞 3.4

秋吉台 98.1 94.3 25.3 秋吉台 96.1 26.8 秋吉台 2.8

別府弁天池 62.9 44.2 7.1 別府弁天池 70.3 16.1 別府弁天池 13.3

秋吉台サファリランド 61.7 33.5 3.7 秋吉台サファリランド 54.3 11.0 秋吉台サファリランド 11.4

秋吉台の山焼き 42.8 9.6 1.7 秋吉台の山焼き 22.4 17.7 秋吉台の山焼き 22.6

大正洞 42.7 17.8 0.8 大正洞 41.7 4.5 大正洞 15.6

景清洞 41.9 16.5 0.9 景清洞 39.4 5.5 景清洞 15.9

万倉の大岩郷 28.4 12.1 0.8 万倉の大岩郷 42.6 6.6 万倉の大岩郷 10.2

マス釣り 28.3 10.0 0.8 マス釣り 35.3 8.0 マス釣り 10.0

収穫体験（梨やごぼう等） 21.6 7.1 1.2 収穫体験（梨やごぼう等） 32.9 16.9 収穫体験（梨やごぼう等） 6.3

サイクリング 19.5 3.7 0.9 サイクリング 19.0 24.3 サイクリング 7.1

ジオガイドツアー 17.8 3.1 0.8 ジオガイドツアー 17.4 25.8 ジオガイドツアー 7.4

トゥクトゥク 16.5 1.5 0.8 トゥクトゥク 9.1 53.3 トゥクトゥク 6.0

ケイビング 14.8 1.1 0.5 ケイビング 7.4 45.5 ケイビング 7.1

セグウェイ 14.8 1.2 0.5 セグウェイ 8.1 41.7 セグウェイ 5.7



 

 

34 

 

【認知率向上とともに関心率を高める必要があるコンテンツ】 

認知率が 4割～6割のコンテンツとして、「別府弁天池」「秋吉台サファリランド」「秋吉台の山焼

き」「大正洞」「景清洞」がありますが、知っている方の実際の訪問率を見ると、「秋吉台サファリラ

ンド」「大正洞」「景清洞」については、4割～5割となっています。観光コンテンツとして知っても

らっていても実際に訪問するには至っていないことが分かります。国内アンケートの美祢市未訪問

者の結果から、情報収集がされていない傾向があり、十分に観光コンテンツのことを知らないので

関心を持っていないという可能性があります。 

【認知率を高める必要があるコンテンツ】 

認知率が 2割以下のコンテンツについては、認知率を高めることが重要であると考えられます。

カルスト台地の壮大さをより体験するため、サイクリングやトゥクトゥク、セグウェイなどのコン

テンツは、秋吉台、秋芳洞などの現在認知度の高いコンテンツと紐づけて認知を拡大していくこと

が重要と考えられます。 

 

（７） 美祢市観光満足度 

美祢市観光の総合満足度では、90.0％の方が満足と回答されています。 

また、観光の各項目（「アクセス」「情報取得」「食事」「お土産」「環境」「おもてなし」「宿泊」）

について、5 段階評価で平均ポイントを算出したところ、「おもてなし」の項目の平均ポイントが

3.73 ポイントであり、「アクセス」が 3.26 ポイントという結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美祢市観光の
満足度

Q 美祢市観光の総合満足度をお答えください。
Q 美祢市観光の評価をお聞かせください。

非常に満足, 

24.3％

満足

65.7％

どちらともいえない

9.1％

不満

0.6％

非常に不満

0.3％

(n=647)

美祢市観光
満足度

（非常に満足、満足）

９０．０％

3.26

3.40

3.64

3.593.66

3.73

4.38※

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

アクセス

情報取得

食事

お土産環境

おもてなし

宿泊

総合満足度 項目別満足度 算出方法は各カテゴリーの項目の回答の平均ポイントを平均化している

※宿泊はn数が８と少数のため、参考値程度
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上記は、各項目の詳細内容を示していますが、平均ポイントが 3.26 ポイントであった「アクセ

ス」は「公共交通機関の利便性」が 3.05 ポイントと他の項目よりも低い傾向を示しています。 

 

 

 
 

平均ポイントが 3.73 であった「おもてなし」の項目では「観光ガイドの対応（接客態度等）」の

3.89 ポイントが他の項目よりも高い傾向を示しています。 

  

3.40
3.33

3.05

3.36 3.37
3.47

3.57

3.75

3.60
3.53

3.62 3.63

2.00

2.50
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標
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や
案
内
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わ
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す
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)

駐
車
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共
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通
機
関
の
利
便
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報
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り
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す
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5

3
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情
報
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入
手
の
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す
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3
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)
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案
内
所
で
の
案
内
や
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ー
ビ
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3

2
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品
揃
え(

ｎ=
1
9
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当
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感
の
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る
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ュ
ー(
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1
9
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営
業
時
間
等
の
利
用
の
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す
さ(
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9
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品
揃
え(
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1
3

5
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当
地
感
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る
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ｎ=
1
3
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)

営
業
時
間
等
の
利
用
の
し
や
す
さ(

ｎ=
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1
)

アクセス アクセス アクセス 情報取得 情報取得 情報取得 食事 食事 食事 お土産 お土産 お土産

アクセス/情報取得/食事/お土産
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3.68 3.72 3.71 3.66

3.75
3.89

3.63
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の
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4

)

多
言
語
対
応(
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8
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)

観
光
ガ
イ
ド
の
説
明
の
わ
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り
や
す
さ(

ｎ=
1
2
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)
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イ
ド
の
対
応
（接
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等
）(

ｎ=
9
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)

地
元
の
人
の
お
も
て
な
し(

ｎ=
1
7
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)

地
元
の
人
と
の
交
流(

ｎ=
1
6
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観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
対
応
（道
案
内
、
写
真
撮
影
等
）

(

ｎ=
9

8
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宿
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の
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備(
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ー
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の
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て
な
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環境 環境 環境 環境 環境 おもてなし おもてなし おもてなし おもてなし おもてなし 宿泊 宿泊 宿泊

環境/おもてなし/宿泊
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（８） 美祢市への再訪意向 

美祢市への再訪意向では、また訪れたいと回答された観光客は、85.8％でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９） 美祢市を十分に堪能できたか 

今回の旅行で本市の観光を十分に堪能できたかを質問したところ、69.2％の方が本市を「80％～

100％」堪能できたと回答されています。このことは、市内の観光コンテンツで他に体験するものが

少ないことを示していると考えられます。 

一方で、美祢市の滞在時間や訪問地点数（周遊数）のクロス集計で見ると、1 時間や 2 時間の滞

在時間もしくは、1か所のみの訪問でも「80％～100％」堪能できていると回答されています。1か

所や 2か所を訪れて、1～2時間程度滞在して満足されている状況がうかがえます。 

このことから、本市の他の観光コンテンツの認知度向上および関心を高めていくことが重要と考

えられます。 

この結果は、再来訪意向とも関連していると考えられます。観光客の傾向として、同じ観光より

もまだ訪れたことのない新しい観光地を訪れたいとのニーズが高いと考えられますので、まだまだ

本市は楽しめるという認知をしてもらうことが重要です。そのためには、「秋吉台」「秋芳洞」以外

のコンテンツについても認知度を拡大していくことと本市をさらに楽しめるようなプロモーション

が重要であると考えます。  

 

感じられた
美祢市の魅力

Q あなたは今回の訪問でどのくらい美祢市の持つ魅力を感じることができたと思いますか。
０～100％でお答えください。

0.2

0.8

6.3

23.5

69.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

0～19％

20％～39％

40％～59％

60％～79％

80％～100 ％

(n=647)

美祢市の観光を
十分に堪能できた
（８０％～１００％）

６９．２％

n
数

0
～

1
9
％

2
0
％
～

3
9
％

4
0
％
～

5
9
％

6
0
％
～

7
9
％

8
0
％
～

1
0
0
 
％

 
 

平
均
値

  全  体 647 0.2 0.8 6.3 23.5 69.2 80.7

美祢市内宿泊 19 0.0 0.0 10.5 26.3 63.2 79.1

美祢市内日帰り 628 0.2 0.8 6.2 23.4 69.4 80.7

　1 時間程度 74 0.0 4.1 12.2 23.0 60.8 76.4

　2 時間程度 208 0.0 1.0 7.7 25.5 65.9 79.6

　3 時間程度 166 0.0 0.0 4.8 18.7 76.5 84.1

　4 時間程度 137 0.7 0.0 1.5 27.7 70.1 80.8

　ほぼ1 日 43 0.0 0.0 9.3 18.6 72.1 80.8

1 地点（調査地点のみ） 259 0.0 1.5 6.6 21.2 70.7 81.4

2 地点 291 0.3 0.3 6.2 23.7 69.4 80.1

3 地点以上 97 0.0 0.0 6.2 28.9 64.9 80.5

単位：％

訪
問

地
点
数

美
祢
市

滞
在
時
間

滞在時間
訪問地点数とのクロス集計

美祢市観光への
再訪意向

Q 美祢市に観光でまた訪れたいと思いますか

非常にそう思う

17.8％

そう思う

68.0％

どちらともいえない

13.1％

そう思わない

0.9％

全くそう思わない

0.2％

(n=647)

美祢市観光
再訪意向

（非常にそう思う、そう思う）

８５．８％
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【まとめ】 

 本市の観光客の 97.0％が日帰り客となっている要因は、山口県内や福岡県、広島県等の近隣か

らの来訪者が多くなっていることが考えられます。滞在時間についても、2時間程度が最も多く

32.1％、長時間の滞在には至っていないことがわかります。 

 観光消費を拡大していくためには、「飲食」「宿泊」「お土産購入」等を観光客にしてもらうこと

が重要であり、例えば飲食率（昼食）が 50.5％を示すなど来訪者の半数は飲食をしていないこと

がわかります。また、「お土産購入」についても同様に 56.4％という結果でした。 

 このような観光消費が発生しない理由として、「他の場所で食べる」「美祢市でお土産を購入する

予定はない」と回答される方が多く、本市のグルメ、お土産の魅力が伝わっていないのではない

かと考えられます。滞在時間を長くすることで食事をする機会も増えるため滞在時間を延ばすよ

うな取組が重要と考えます。 

 滞在時間を延ばす取組としては、市内での周遊観光が一つのテーマと考えられますが、現状市内

での訪問地点数を見ると、2 地点以内が 85.0％という結果であり、多くが「秋吉台」「秋芳洞」

を訪問して市外に移動していることが推察されます。市内の他のコンテンツへの周遊を促すこと

が滞在時間の延長、観光消費額の拡大につながっていくと考えられます。 

 リピート観光客拡大の視点として、「今回の訪問でどのくらい美祢市の持つ魅力を感じることが

できたと思いますか」という質問に対し、69.2％の方が「80％～100％」という結果であり、本

市での観光を十分に堪能したという認識をされていると考えられます。 

 観光客のニーズとして新しい観光地を訪れたいことが挙げられるため、十分に堪能した観光地に

ついては、リピートを獲得するのは難しくなっています。そのため、本市の新たな魅力を発信し

ていくことが重要となります。 
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５．事業者アンケート調査結果 

（１） 直近 5年間の変化（売上、観光客数） 

観光関連事業者について、5 年前と比較して売上が増えている事業者は、25.0％という結果でし

た。観光客数についても、21.1％が増加していると回答されています。 

 

 

（２） 観光振興への実感/影響 

事業者には、観光振興によるプラス面とマイナス面について、実感がないことがうかがえます。 

 

  

11.0

11.1

13.6

13.9

20.4

15.3

17.8

15.3

25.1

31.9

12.0

12.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全 体(n=191)

観光関連

（食品製造・その他以外）(n=72)

120％以上 101％以上～120％未満 変化はない（100％）

80％以上～100％未満 80％未満 わからない

直近5年間の変化
（売上、観光客数）

Q 貴店（貴事業所）では、５年前と比べてお客様のなかで「観光客」の割合は増えたと感じますか。

Q 貴店（貴事業所）の売上高は５年前と比べてどのように変わっていますか。

3.6

6.6

9.7

14.5

30.3

21.1

13.3

19.7

9.2

14.5

33.8

23.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全 体(n=195)

観光関連

（食品製造・その他以外）(n=76)

確かに増えた 増えたような気がする 変化はない

減ったような気がする 確かに減った わからない・意識してはいない

5年前と比較して売上増加を
実感している事業者は、25％前後

観光関連事業者において
5年前と比較して観光客増加を
実感している事業者は、2１.1％

観光振興の
実感/影響

Q 美祢市の観光振興を通じて、どのような影響がありますか。以下の各項目についてあなたが感じている程度をそれぞれお選
びください。 

ｎ
数

感
じ
る

や
や
感
じ
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
ま
り
感
じ
な
い

感
じ
な
い

感
じ
る

（
計

）

感
じ
な
い

（
計

）
観光地として注目されていることを感じるようになった 201 7.5 31.8 21.9 23.9 14.9 39.3 38.8

テレビや雑誌で美祢市が取り上げられる機会が増えた 203 8.4 37.9 18.7 24.1 10.8 46.3 35.0

美祢市に新しいお店が増えてきた 203 5.9 16.7 24.1 32.0 21.2 22.7 53.2

新しい観光拠点が増えてきた 204 1.0 8.3 31.4 33.8 25.5 9.3 59.3

美祢市全体がにぎわいだし始めた 202 0.0 4.0 21.8 38.1 36.1 4.0 74.3

経済的に良い効果があった 203 2.5 5.9 25.1 32.5 34.0 8.4 66.5

インフラ案内標識、通信Wi-Fi 、道路の拡張・修繕等が整備された 202 4.5 11.4 26.2 30.7 27.2 15.8 57.9

建物などの文化的資源が保存・継承されるようになってきた 201 0.5 8.0 32.8 31.8 26.9 8.5 58.7

美祢市内での経済や雇用が促進されるようになった 203 0.5 3.4 31.5 35.5 29.1 3.9 64.5

美祢市の市民が活躍する場や機会が増えた 203 0.0 8.4 33.5 32.5 25.6 8.4 58.1

市民としての自負心・誇りが増してきた 203 1.5 8.9 41.9 20.7 27.1 10.3 47.8

人的・文化的交流の機会が増えてきた 203 2.0 12.3 35.5 29.1 21.2 14.3 50.2

観光客が増えてきたことで道路や駐車場が混雑し、交通が不便になった 202 0.0 4.5 21.8 37.1 36.6 4.5 73.8

町並みや景観が損なわれてきた 203 5.9 11.8 17.2 35.5 29.6 17.7 65.0

建物などの文化的資源に悪影響が出始めた 201 0.5 7.0 23.9 40.3 28.4 7.5 68.7

自然環境の保全に、悪影響が出始めた 201 2.0 8.5 24.9 38.8 25.9 10.4 64.7

治安が悪化したような気がする 201 0.5 3.5 24.9 36.8 34.3 4.0 71.1

騒音やごみの増加等により、生活環境が悪化した 201 0.5 6.0 24.4 40.3 28.9 6.5 69.2

プラス面の
大きな変化は
感じていない

マイナス面に
ついても

大きな変化は
感じていない
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（３） 美祢市の観光振興への意識 

本市の観光振興に対しては、重要性を十分に認識し（88.9％）、期待もされていることがわかりま

す（68.0％）。一方で、本市の観光振興の取組を認知しているという回答が 33.5％であり、観光振

興において市民が活躍できる仕組みがあるという回答が 19.5％でした。 

 本市の事業者は観光振興に対して、重要性を認知し期待していますが、取組内容を知る機会や市

民が活躍できる仕組みが十分とはいえない点に課題があると考えられます。 

 

 

（４） 美祢市観光発展に関する意識（観光客増加、観光地として発展） 

今後、本市に観光客が増えることについて、増えるとよいと回答される方は、92.5％でした。同

様に本市が観光地として発展していくことについても 87.6％の方が賛成されています。 

一方で、事業をしている地域に限定すると、観光客増加、観光地として発展することに対する意

識がやや減少しています。 

美祢市の
観光振興への意識

Q 美祢市の観光振興について、以下の各項目に当てはまるものをそれぞれお選びください。

 

ｎ
数

当
て
は
ま
る

や
や
当
て
は
ま
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

あ
ま
り
当
て
は
ま
ら
な
い

当
て
は
ま
ら
な
い

当
て
は
ま
る

（
計

）

当
て
は
ま
ら
な
い

（
計

）
観光客に対してのおもてなしの心を持っている 200 10.5 36.5 41.0 8.5 3.5 47.0 12.0

外国人観光客は歓迎だ 199 15.6 39.7 35.2 6.0 3.5 55.3 9.5

美祢市は観光地としての評価は高いと思う 201 10.4 29.9 34.8 15.9 9.0 40.3 24.9

美祢市が観光地化することで市民の普段の生活環境にマイナスの影響がある 201 0.0 0.0 31.8 39.8 28.4 0.0 68.2

美祢市が観光地化することで市民の普段の生活環境にプラスの影響がある 200 7.0 20.5 45.0 19.0 8.5 27.5 27.5

美祢市全体にとって観光振興は重要だ 198 51.0 37.9 9.1 1.0 1.0 88.9 2.0

現在住んでいる地域にとって観光施策は重要だ 201 36.3 29.9 24.4 8.5 1.0 66.2 9.5

美祢市の観光振興の取組みについて知っている 200 4.0 29.5 37.0 18.0 11.5 33.5 29.5

美祢市の観光振興について期待している 200 32.0 36.0 19.5 8.0 4.5 68.0 12.5

美祢市には観光振興において市民が活躍できる仕組みがある 200 5.0 14.5 49.5 16.5 14.5 19.5 31.0

単位：％

美祢市の観光振興について重要性を認識し、今後の観光振興に期待しているが、
現在どのような取り組みをしていて、どのように参加していいのかがわからない
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（５） 観光振興への関与意向 

観光関連事業者について、観光振興に関与したいと回答される事業者は、62.4％でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美祢市来訪者増加
観光地としての発展に関する意識

Q 美祢市が今後、「観光地として発展していく」ことについて、美祢市で商いをおこなう立場として、近いものをお答えください。

 

ｎ
数

も
っ
と
増
え
る
と
良
い

少
し
増
え
る
と
良
い

今
の
ま
ま
で
良
い

あ
ま
り
増
え
て
ほ
し
く
ない

増
え
て
ほ
し
く
な
い

増
え
る
と
よ
い

（
計

）

増
え
て
ほ
し
く
な
い

（
計

）
事業をしている地域 199 49.7 26.6 22.1 0.5 1.0 76.4 1.5

美祢市全体 201 68.2 24.4 6.5 1.0 0.0 92.5 1.0

 

ｎ
数

賛
成

や
や
賛
成

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

や
や
反
対

反
対

賛
成

（
計

）

反
対

（
計

）
事業をしている地域 202 57.4 19.3 22.8 0.5 0.0 76.7 0.5

美祢市全体 201 71.6 15.9 11.9 0.5 0.0 87.6 0.5

Q 美祢市における観光客の今後の動向について、美祢市で商いをおこなう立場として、近いものをお答えください。

美祢市への観光客増加に賛成が多数
ただし、自らのエリアとなるとやや賛成が減少

美祢市観光振興へは賛成が多数
ただし、自らのエリアとなるとやや賛成が減少

美祢市の観光振興
に積極的に関与し

たいか

Q 貴店（貴事業所）は、今後美祢市の観光振興に積極的に関与していきたいと思いますか。

17.3

24.7

32.2

37.7

42.6

29.9

5.4

7.8

2.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全 体(n=202)

観光関連

（食品製造・その他以外）(n=77)

非常にそう思う そう思う どちらともいえない そう思わない 全くそう思わない

観光振興に関与したい
（非常にそう思う＋そう思う）

全体

４９.５％

観光振興に関与したい
（非常にそう思う＋そう思う）

観光関連事業者

６２.４％
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（６） 美祢市が観光地として発展していくために必要なこと/事業所の課題 

今後本市が観光地として発展していくために必要なことについては、「おいしくて魅力的な飲食

店」（74.3％）、「宿泊施設の選択肢が増えると良い」（70.3％）という結果でした。事業所の課題に

ついては、「人材確保」（51.8％）が最も多い結果でした。 

 

 

（７） 観光振興の取組の認知・評価 

本市およびみね DMO の観光振興の取組についての認知を確認したところ、活動内容まで認知して

いる事業者は 8.4％でした。取組内容を知らない観光関連事業者は、41.6％という結果でした。 

活動内容を認知している方は、53.0％が本市の観光振興の活動を評価していると回答されています。 

 

 

 

74.3

70.3

56.9

44.1

44.1

41.6

38.6

33.2

33.2

20.8

18.8

1.0

61.8

63.2

55.3

44.7

43.4

39.5

40.8

30.3

27.6

19.7

18.4

1.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

おいしくて魅力的な飲食店が増えると良い

宿泊施設の選択肢が増えると良い

散策できる観光スポットが増えると良い

街並みが、もう少し整備されると良い

トイレが清潔で綺麗になると良い

観光客向けの案内がわかりやすくなると良い

珍しいお土産品が購入できると良い

市民全体で、もっとおもてなしの雰囲気が感じられ

るようになると良い

観光案内所（秋吉台観光交流センター等）が充実する

と良い

駐車場が広く、停めやすくなると良い

その他

特にない

全 体(n=202)

観光関連

（食品製造・その他以外）(n=76)

51.8

28.9

20.3

15.7

13.2

12.2

11.7

11.2

8.1

4.1

6.1

17.8

45.2

19.2

21.9

17.8

17.8

15.1

15.1

17.8

9.6

2.7

8.2

16.4

0.0 20.0 40.0 60.0

人材確保

人材育成

デジタル化対応

資金調達

マーケティング力（人材）不足

多言語対応

事業拡大の方向性が不明確

事業者間連携不足

多様な働き方を受け入れるための制度改革

観光客のマナー問題

その他

特にない

全 体(n=197)

観光関連

（食品製造・その他以外）(n=73)

美祢市が観光地として発展
していくために必要なこと

Q 今後美祢市が、観光地として発展していくためには、どのようなことが
必要だと思われますか。

事業所の課題点

おいしくて魅力的な

飲食店

７４.３％

宿泊施設
の選択肢が増えると良い

７０.３％

人材確保

51.8％

Q 貴店（貴事業所）の現在の課題点についてお答えください。

観光振興の取組
の認知・評価

Q 美祢市（美祢市や観光地域づくり法人（みねDMO））の観光振興の取組について、知っている程度をお答えください。
Q 美祢市（美祢市や観光地域づくり法人（みねDMO））の観光振興の取組に対しての評価をお答えください。

8.4

6.5

47.3

51.9

44.3

41.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全 体(n=203)

観光関連

（食品製造・その他以外）(n=77)

活動内容まで知っている

活動をしていることを知っているが内容までは知らない

活動していることを知らない

活動内容まで知っている
全体

８.４％

活動内容まで知っている
観光関連事業者

６.５％

取組内容を知らない
観光関連事業者

41.６％

5.9 47.1 41.2 5.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

活動内容まで

知っている

（n=17)

非常に評価している 評価している どちらともいえない 評価していない 全く評価していない

評価している
（非常に評価＋評価している）
活動内容を認知している方

５３.０％
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（８） 美祢市/みね DMO および観光事業者同士の連携について 

本市やみね DMO との連携について、必要であるという回答は 69.3％との結果でしたが、実際に連

携しているかどうかについては、連携しているという回答が 18.4％との結果にとどまっています。 

 

 

本市の観光事業者同士の連携について、必要であるという回答は 72.4％との結果でしたが、実際

に連携しているかどうかについては、連携している 12.0％という結果にとどまっています。 

 

 

 

 

連携の必要性の
認識と実際の連携

Q 美祢市の観光事業が発展するためには、美祢市や観光地域づくり法人（みねDMO：美祢市観光協会）と連携することは
必要だと思いますか。

Q 現状、貴店（貴事業所）の美祢市や観光地域づくり法人（みねDMO：美祢市観光協会）/美祢市内の観光事業者との連携の
状況をお答えください。

24.0

29.3

45.5

40.0

26.0

26.7

2.0

2.7

2.5

1.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全 体(n=200)

観光関連

（食品製造・その他以外）(n=75)

非常に必要である 必要である どちらともいえない 必要ない 全く必要ない

美祢市やみねDMOとの連携

必要である
（非常に必要＋必要である）

69.3％

1.0

1.3

12.5

17.1

26.0

26.3

27.5

31.6

33.0

23.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全 体(n=200)

観光関連

（食品製造・その他以外）(n=76)

十分に連携している 連携している どちらともいえない

連携していない 全く連携していない

連携している
（十分に連携＋連携している）

18.4％

観光関連事業者は

必要性を認識している
にもかかわらず、

連携は十分にできていない
状況

GAP

観光関連事業者は

必要性を認識している
にもかかわらず、

連携は十分にできていない
状況

GAP

24.8

30.3

51.5

42.1

18.8

19.7

3.0

5.3

2.0

2.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全 体(n=202)

観光関連

（食品製造・その他以外）(n=76)

非常に必要である 必要である どちらともいえない 必要ない 全く必要ない

必要である
（非常に必要＋必要である）

72.4％

0.5

1.3

6.6

10.7

35.9

36.0

26.3

32.0

30.8

20.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

全 体(n=198)

観光関連

（食品製造・その他以外）(n=75)

十分に連携している 連携している どちらともいえない

連携していない 全く連携していない

連携している
（十分に連携＋連携している）

12.0％

美祢市内の観光事業者
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（９） 関心がある観光コンテンツ/観光業発展のために期待するサポート 

本市の観光事業者が関心のあるコンテンツは、「地元食材を活かしたグルメ体験」49.5％、「アウ

トドアアクティビティ（サイクリング、洞窟探索など）」46.7％という結果でした。 

観光業の発展のために期待するサポートは、「プロモーション強化」52.1％、「観光情報発信強化」

48.9％という結果でした。 

 

 

 

【まとめ】 

 本市の観光事業者は、観光振興への関心があるものの、観光振興の実感が少ない状況です。そ

の原因として、どのような取組をしているのかを把握していない点や事業者が関与する機会が

少ないと認識している点も影響していると考えます。 

 現状、本市観光では、飲食率やお土産の購入率が低く、観光消費を促すためにも飲食率、お土

産購入率を高めていくことは重要な取組になると考えられます。 

 そのためには、観光関連事業者と一体となった観光振興の取組が求められます。 

  

関心がある観光商品や
体験プログラム

Q もし新しい観光商品や体験プログラムを共同で開発する機会があるとしたら、
どのようなものに関心がありますか。関心があるものをすべてお答えください。

49.5

46.7

35.2

28.0

9.9

47.8

49.3

36.2

21.7

10.1

0.0 20.0 40.0 60.0

地元食材を活かしたグルメ体験

アウトドアアクティビティサイクリング、洞窟探索など

地元の文化や歴史をテーマにしたツアー

地元産品を取り入れた体験型プログラム

その他

全 体(n=182)

観光関連

（食品製造・その他以外）(n=69)

52.1

48.9

36.2

25.0

23.9

5.3

52.9

48.6

37.1

21.4

11.4

5.7

0.0 20.0 40.0 60.0

観光プロモーションの強化

観光情報発信強化

資金支援や補助金の提供

事業者同士のネットワーク形成支援

人材育成や研修プログラム

その他

全 体(n=188)

観光関連

（食品製造・その他以外）(n=70)

観光業の発展のために
期待するサポート

Q 今後、観光業を発展させるために、市やDMOにどのようなサポートを
期待しているかをお答えください。

地元食材を活かした

グルメ体験

49.5％

アウトドアや洞窟探索などの

アクティビティ

4６.７％

プロモーション強化

52.1％

観光情報発信強化

48.9％
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６． ヒアリング調査 

ヒアリング調査結果については、以下のとおりです。 

ヒアリング結果まとめ 

対象先 11 か所（地域事業者/行政職員） 

概要 第 3次美祢市観光振興計画策定に向けてのこれまでの評価や課題について 

■持続可能な観光地域づくりについて 

 通過型なので滞在型に切り替えていくべき 

 地域のブランディングがうまくできていない 

 アートの要素も入れていくと若者も集まる 

 秋吉台エリアには相当なポテンシャルがあると思うが、現状はデータ蓄積できていない印象 

 持続可能な観光地を目指すには、財源を確保するための自主事業が必要 

 みね DMO にはブランディング、コンセプトメイキングを行ってほしい 

■観光客の満足度向上について 

 宿泊施設が充実すると良い 

 商店街の空き店舗等を活用し賑わい創出の起点になると良い 

 秋吉台エリアは廃墟や樹木等で景観が損なわれているため整備する必要がある 

 二次交通、三次交通対策が不十分 

 ユニバーサルツーリズムやサステナブルツーリズムについても推進すべき 

 案内板等が不足している 

 地域グルメや飲食店が不足している 

 ここにしかない体験、食、お土産を造成できると差別化につながる 

 自然を活かしたかっこいいアクティビティに特化して押し出すべき 

■インバウンド誘客の促進について 

 インバウンドの受入体制ができていない（外国語の看板やトイレの洋式化等） 

 外国語対応できる人材の育成 

 海外の有名人をアイコンとして呼び込むことで、海外へのプロモーションにつながる 

 アジアの方はソフトなアクティビティ、欧米は激しいアクティビティのニーズが高い印象 

■戦略的な情報発信について 

 SNS 発信の効果は大きいと思う。HP や SNS のアクセス数なども把握することも必要 

 データを活用してマーケティング手法を取り入れるべき 

 認知が不足している印象。ブランディング、プロモーション、情報発信に注力すべき 

■観光資源の保全と活用について 

 ジオパークと観光振興の結び付けが難しい印象 

 オーバーツーリズムになると保全にも支障が出るので単価を上げていくことも求められる 

 世界ジオパーク認定を受けると海外の方の人の流れは変わってくると思う 

 新しい取組を検討する際には各種規制が懸念されるため活用ガイド等が整理されると良い 

 特別天然記念物として保護する視点も重要 

■観光振興計画全体について 

 現計画は施策が多すぎるので選択と集中を図るべきだと思う 

 地域の事業者同士が手を取り合って観光振興を推進できる体制が構築できると良い 

 山口県がアクティビティを推奨しているので、本市としても積極的に推進すべきと感じる 

 観光振興においては、行政関係課が連携した推進体制を整備してほしい 
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７．美祢市観光の課題 

観光の現状、第 2次美祢市計画の取組状況及びアンケート調査結果等を踏まえた本市の課題

として、以下の 5点があげられます。 

（１） おもてなしの機運醸成と専門的人材・担い手の不足 

市民が自然豊かで素晴らしい観光資源を再認識し、魅力や価値を知り、地域に誇りや愛着を

持つことにより、心を込めたおもてなしで観光客の満足度を向上させるおもてなしの機運を醸

成する取組が必要です。また、「また訪れたい観光地」と思っていただけるような魅力ある観光

地の形成を推進する、専門的な人材や担い手の不足が課題と言えます。 

（２） 観光消費額の拡大 

観光消費額を拡大させるためには、観光客数の増加だけでなく、一人当たりの消費額単価を

上昇させることが重要となります。魅力ある観光地を目指し、旅行者のニーズを捉えた「滞在

コンテンツの開発や高付加価値化」及び「滞在時間の延長」の取組推進が不可欠であり、その

ための具体的な施策展開が求められます。 

（３） 魅力ある世界的な展開ができる観光地の形成 

持続可能な観光につながる「自然環境の保全・活用の好循環」の構築を目指すとともに、秋

吉台エリアの空き店舗・廃屋対策（活用・撤去）などの景観整備や二次交通の拡充をはじめと

するストレスフリーな受入環境整備の推進など、インバウンドの誘客拡大を踏まえ、世界的な

展開ができる観光地の形成を推進するための具体的な施策展開が求められます。 

（４） 観光情報発信力の不足、広域連携による誘客推進 

首都圏・中京・関西エリアの誘客促進及びインバウンドの誘客拡大に向けて、本市の認知率

の向上を図る必要があります。そのため、広域連携による情報発信の取組や観光地域ブランド

の形成を促進させ、「アクティビティを楽しむこと」や「自然や風景の見物」等、本市の強みで

ある自然資源を活用した体験活動の情報発信を強化する等の具体的な施策展開が求められます。 

（５） 観光地経営の高度化の仕組み 

マーケティング視点に基づく観光地経営戦略の策定・実行・検証・見直し等の取組により、

短時間の通過型観光地からの脱却を図ることや、働き手不足による人材確保及び観光と他産業

事業者の連携による付加価値の創出など、更なる「周遊促進・稼ぐ力」の向上に向けた対策が

求められています。また、観光客の現地消費データや動態情報収集のデジタル化、リピーター

獲得対策など、単体では取組が困難な DX によるマーケティング等の手法導入や活用が課題で

あり、その実現のため具体的な施策展開が求められます。 

 

  



 

 

46 

 

第５章 基本構想 

１．基本理念 

 観光振興の基本理念については、第 2次美祢市観光振興計画の基本理念を引き継ぎ「基本理念：

観光立市をめざす、おもてなしのまち ～未来へつなぐ観光～」とします。 

 

 【基本理念】 

観光立市をめざす、おもてなしのまち ～未来へつなぐ観光～ 

  

本市が保有する豊富で多様な観光資源を、市民が誇りをもって磨き上げ、その価値を観光客に満

足していただき、交流人口や関係人口の拡大、滞在時間の延長とともに観光産業の進展と雇用の創

出をはかり、経済効果の向上を目指します。その実現に向けて、すべての観光客が快適に本市を観

光できる環境整備を行うとともに、行政、関係団体、事業者、市民が一体となった、持続可能な観

光によるまちづくりを推進します。 
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２．美祢市が目指す観光地像 

 市政運営の最上位計画である「第二次美祢市総合計画(令和 2 年～令和 11 年度)」の将来像『若

者・女性・地域がかがやき こどもの笑い声が響く「誇れる郷土・秋吉台のまち」』及び基本理念『秋

吉台の魅力を活かし、みんなの力で創り出す!「未来につなげる共創 CITY」』を踏まえ、本計画の全

体像を下記に示します。 

  

【本計画の全体像】 
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３．数値目標（KPI） 

 

計画最終年である令和 11 年度における本計画の達成度を示す指標として、一人当たりの観光消

費額を基本目標(KGI)として設定します。 

また、本計画に関連する施策において重要業績評価指標(KPI)を設定し、目標数値の達成に向け

様々な施策に取り組みます。 

 

 

基本目標(KGI) 

基本目標(KGI) 基準値 目標値 

１人当たり観光消費額 5,769 円 7,000 円 

 

 

 

主要 6目標 重要業績指標(KPI) 

重要業績評価指標（KPI） 基準値 目標値 

観光交流人口 1,194,000 人 1,830,000 人 

延べ宿泊者数 46,000 人 61,000 人 

三洞入洞者数 407,000 人 550,000 人 

本市を訪れる外国人観光客数 17,677 人 100,000 人 

美祢市観光の満足度 3.65 ﾎﾟｲﾝﾄ 4.00 ﾎﾟｲﾝﾄ 

本市へのリピート率 63% 70% 
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第６章 実施計画 

１．重点領域 

第 3次美祢市観光振興計画では、3つの重点領域を定め、5つの基本方針を設定・展開します。 

 

（１） 秋吉台を活かした観光によるまちづくり 

施策の方針：秋吉台エリアの観光産業の再生、ゾーニング・誘客戦略の明確化 

年間 50 万人以上の観光客が訪問する「秋吉台・秋芳洞」を中心に、一人当たりの観光消費額の向

上を目的とした「観光地の高付加価値化・観光産業の再生」を目指します。 

秋吉台周辺を「集客ゾーン(観光客が集中する場所)」、周辺のエリアを「周遊ゾーン」として設定。

観光産業の再生を目指し、集客ゾーンにおいては更に集客力を高める高付加価値化の取組を展開す

るとともに、周遊ゾーンにおいては集客ゾーンに流入する顧客を回遊させるための取組を展開しま

す。 

 

① 観光地の高付加価値化 

秋吉台上にアクティビティ拠点施設を整備し、美祢市ならではの体験コンテンツの造成、ツアー

販売やレンタルサービスを提供します。また、施設にアクティビティ参加者が利用できる更衣室や

シャワールームを設置するとともに休憩所を併設し、観光客の滞在拠点となる機能を持たせること

で観光地の高付加価値化を図ります。 

 

② 集客ゾーンの施策(取組概要) 

既存施設の目的や効果、経済性等の検証を踏まえ、整理統合や廃止も視野に施設改修等の計画検

討を行うとともに、宿泊施設の整備及び事業者の誘致、商店街の活性化、アクティビティ拠点施設

の整備など、観光地の高付加価値化を図り、滞在時間の延長と観光消費額の拡大を目指します。 

 

③ 周遊ゾーンの施策(取組概要) 

美祢市空家等対策計画と連携した空き店舗の有効利用を検討するとともに、秋吉台・秋芳洞を訪

問する観光客向けに、周遊ゾーンでの周遊滞在を促進する情報発信の仕組みとアクセスの整備・拡

充を図り、滞在時間の延長と観光消費額の拡大を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イメージ挿絵（デザイン前） 
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（２） 自然文化観光の振興による持続可能な観光地域づくり 

施策の方針：Mine秋吉台ジオパークを活用した世界的な展開ができる観光地域ブランドの形成 

ラムサール条約に登録されている秋吉台地下水系をはじめとした自然環境の保全を念頭に、Mine

秋吉台ジオパークを活用した自然文化観光の振興による活用から保全への再投資を図ることで、持

続可能な観光地の形成につながる自然環境の保全・活用の好循環の創出を推進するとともに、イン

バウンド誘客を踏まえ世界的な展開ができる観光地域ブランドの形成を目指します。 

 

① 自然文化観光拠点施設の活用、自然文化観光・インバウンドの拡大推進 

Mine 秋吉台ジオパークセンター「カルスター」を起点としたジオツアーをはじめ、アクティビテ

ィセンターを拠点とする自然文化観光の高付加価値化及び拡充を戦略的かつ計画的に推進し、世界

的な展開ができる観光地域ブランドの形成を目指すとともに、アドベンチャートラベルやサスティ

ナビリティ・プログラムに関心の高いインバウンド誘客の強化を目指します。 

 

② 自然文化観光の振興による経済循環(好循環)の仕組み構築 

文化観光推進法に関連する文化庁事業の戦略的・計画的活用の検討を行うとともに、自然文化観

光の振興により、活用から保全への再投資の好循環の仕組み構築を推進します。 

   

文化観光推進法で目指す文化・観光・経済の好循環 

 

出典：文化庁ホームページ  
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（３） おもてなしのまち美祢、魅力とにぎわいのある安全・安心な観光まちづくり 

施策の方針：観光客満足度の向上に向けた受入環境・体制整備 

秋吉台エリアのゾーニング戦略及び Mine 秋吉台ジオパークを活用した観光地域ブランドの形成

において、集客ゾーンへのアクセス面の利便性の確保、ユニバーサルデザイン・ストレスフリー環

境など受入環境・体制整備を推進し、魅力とにぎわいを創出する観光まちづくりを目指します。 

 

① おもてなし 

市民が自然豊かで素晴らしい観光資源を再認識し、魅力や価値を知り、地域に誇りや愛着を持つ

ことにより、心を込めたおもてなしで観光客の満足度を向上させるおもてなしの機運醸成を図りま

す。同時に、観光に携わる専門的な人材や担い手の発掘・育成を推進し、「また訪れたい観光地」

と思っていただけるような魅力ある観光地の形成を目指します。 

 

② 受入環境整備 

 世界的な展開ができる観光地域ブランドの形成を目指す中で、国内旅行のアクティブシニア層を

はじめインバウンドリピーター層などの旅行需要を喚起するため、そのニーズを的確に把握すると

ともに、観光施設や宿泊施設のバリアフリー化の更なる推進や、車いす利用者でも参加可能なツア

ーの造成等、ソフト・ハードの両面から環境整備を推進し、ユニバーサルツーリズムの普及、定着

を目指します。 

インバウンド誘客の促進を踏まえ、環境整備については、洋式トイレの拡充・整備をはじめ観光

二次交通及び観光三次交通の拡充を図るとともに、観光地や交通情報の多言語での発信や案内表

示、キャッシュレス決済や通信環境の整備を図り、ストレスフリーな観光地を目指します。 
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２．基本方針と基本施策 

（１） 計画の体系 

基本方針・基本施策・具体的な施策 
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（２） 具体的な施策 

 

 

 

 

（１）みね DMO を核とした秋吉台エリアの持続可能な観光地域づくり 

【具体的な施策・取組内容】 

①観光地の高付加価値化・観光産業の再生の推進 

・アクティビティセンターを中核機能とする観光地の高付加価値化 優先 

・宿泊・飲食・観光事業者等の誘致、商店街の活性化の推進 

②秋吉台エリアのゾーニング・誘客戦略の策定及び事業展開 

・集客ゾーン・周遊ゾーンエリアの設定および誘客戦略の策定 優先 

・各ゾーンの周遊・滞在を促進するアクセス・情報発信の拡充 

③空き店舗対策 

・美祢市空家等対策計画と連携した空き店舗の有効利用の促進 

④お土産・食の充実 

・国内旅行者、インバウンドに向けたお土産等の開発 優先 

 

 

 

【年次計画】 令和7年度 令和8年度 令和9年度
令和10-
11年度

①観光地の高付加価値化・観光産業の再生の推進 検討 実施 ⇒ ⇒

②秋吉台エリアのゾーニング・誘客戦略の策定及び事業展開 検討 実施 ⇒ ⇒

③空き店舗対策 検討 実施 ⇒ ⇒

④お土産・食の充実 継続 ⇒ ⇒ ⇒

持続可能な観光地域づくり 
 

○本市の観光資源を最大限に活用し、地域経済の活性化とにぎわいの創出を目指します。 

○観光産業の生産性の向上や観光消費額の拡大につなげるため、みね DMO を核とした地域が

一体となった持続可能な観光地域づくりを進めていきます。 

○秋吉台エリアを中心としたイベントや地域の資源を活かした新たなツーリズムを支援する

などブランディングを推し進めるとともに、本市の観光コンテンツの強化と多様化に加え、

効果的なプロモーションを行い、交流人口の拡大を図ります。 

○秋吉台エリアを観光の玄関口とした観光地域づくりを推進します。 

○観光客の現地消費データや動態情報収集のデジタル化など、DX によるマーケティング等の

手法導入や活用により、短時間の通過型観光地からの脱却を図るとともに、観光と他産業

事業者の連携による付加価値の創出など、更なる「周遊促進・稼ぐ力」の向上を目指しま

す。 

基本方針１ 

基本施策 
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（２）滞在時間の延長と周遊観光の創出 

【具体的な施策・取組内容】 

①アドベンチャーツーリズムの推進 

・洞窟探検などプレミアムツアーの開発推進 優先 

・秋吉台周辺のアクティビティやツアーの開発推進 優先 

②スポーツツーリズムの推進 

・ランニング、トレッキング、サイクリング等の推進 

・秋吉台エリアにおける多様なスポーツツーリズムの推進 

③ユニバーサルツーリズムの推進 

・だれでも気兼ねなく参加できるツアーの開発推進 

・学び、健康、癒しなどをテーマにしたツアーの開発推進 

④宿泊施設の充実 

・秋吉台エリアの核となる宿泊施設の誘致 優先 

・グリーンツーリズム、農泊や民泊の推進 

・キャンプ施設の環境整備と活用 

・宿泊施設と連携した周遊・滞在促進サービスの開発推進 

⑤秋吉台ならではのイベント開催と既存イベントの磨き上げ 

・秋吉台・秋芳洞を中心とした早朝夜間イベントの企画・開催 

・既存イベントの見直し・磨き上げ 

・閑散期におけるイベントの企画・開催 

⑥山口県央連携都市圏域、ながと路連絡協議会等、近隣自治体との連携強化 

・近隣自治体と連携した周遊促進事業及び各種ツアーの実施 

・広域プロモーションの実施 

 

 

  

【年次計画】 令和7年度 令和8年度 令和9年度
令和10-
11年度

①アドベンチャーツーリズムの推進 継続 ⇒ ⇒ ⇒

②スポーツツーリズムの推進 継続 ⇒ ⇒ ⇒

③ユニバーサルツーリズムの推進 継続 ⇒ ⇒ ⇒

④宿泊施設の充実 継続 ⇒ ⇒ ⇒

⑤秋吉台ならではのイベント開催と既存イベントの磨き上げ 検討 実施 ⇒ ⇒

⑥山口県央連携都市圏域、ながと路連絡協議会等、近隣自治体
　との連携強化

継続 ⇒ ⇒ ⇒

基本施策 
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（３）観光地経営の高度化 

【具体的な施策・取組内容】 

①持続可能な観光地域づくり戦略の策定・推進 

・マーケティング視点に基づく観光地経営戦略の策定・推進 優先 

②観光地域づくり組織の機能強化の検討・推進 

・市内観光事業者と他産業事業者の連携を促進するデータ連携機能 

・動態情報収集等のデジタル化や DX によるマーケティング等の手法導入や活用 

・人材調達を支援する人材バンク機能 

③観光地経営の視点に立った経営人材の育成推進 

・経営感覚の向上を図る研修等の実施 

・経営管理機能向上を図るセミナー等への参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【年次計画】 令和7年度 令和8年度 令和9年度
令和10-
11年度

①持続可能な観光地域づくり戦略の策定・推進 検討 実施 ⇒ ⇒

②観光地域づくり組織の機能強化の検討・推進 検討 実施 ⇒ ⇒

③観光地経営の視点に立った経営人材の育成推進 継続 ⇒ ⇒ ⇒

基本施策 
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基本施 

 

 

（１）また訪れたいおもてなしのまちづくり 

【具体的な施策・取組内容】 

①おもてなし意識の醸成 

・市民・事業者向け接遇講座の開催 

・地域関係者が意見交換・連携できる場の提供  

②地域観光ガイドの育成 

・ガイド養成講座の実施 

・ガイド団体の育成・支援 

③次世代教育の場づくりを推進 

・市内教育機関との連携 

 

 

 

 

  

【年次計画】 令和7年度 令和8年度 令和9年度
令和10-
11年度

①おもてなし意識の醸成 継続 ⇒ ⇒ ⇒

②地域観光ガイドの育成 継続 ⇒ ⇒ ⇒

③次世代教育の場づくりを推進 継続 ⇒ ⇒ ⇒

観光客満足度の向上 
 

○市民が本市の自然豊かで素晴らしい観光資源を再認識し、郷土に誇りと愛着を持ち、自信

を持って観光客を迎えることのできる、魅力ある観光地の形成を目指します。 

○観光関連事業者と他産業事業者の連携を促進するとともに、おもてなしの意識醸成による

サービスの向上を推進します。 

○本市を訪れる観光客が安全・安心な観光ができ、「また訪れたい」と思える快適な環境作

りを目指します。 

○観光客の安全性、利便性、快適性と魅力の向上を図る観光施設の整備・改修等をデジタル

技術の活用も図りながら取り組むとともに、観光地にふさわしい景観対策を推進します。 

基本施策 

基本方針２ 
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（２）安全・安心な観光の推進と快適な環境整備 

【具体的な施策・取組内容】 

①計画的な施設改修等の推進 

・施設の目的や効果、経済性等の検証を踏まえ、整理統合や廃止も視野に施設改 

 修等の検討を行う 

②施設の整備 

・観光地及び施設のユニバーサルデザイン化・ストレスフリー環境整備の推進 

・観光施設のＷｉーＦｉ環境の整備 

・観光施設のトイレの洋式化 

・観光施設の計画的な改修 

・案内板等の整備 

③周辺環境の整備 

・観光地周辺の環境整備 優先 

・観光導線（観光ルート）の整備 

④感染症や自然災害への対応の強化 

・緊急時対応マニュアルの整備 優先 

 

 

 

 

 

 

 

  

【年次計画】 令和7年度 令和8年度 令和9年度
令和10-
11年度

①計画的な施設改修等の推進 検討 実施 ⇒ ⇒

②施設の整備 継続 ⇒ ⇒ ⇒

③周辺環境の整備 継続 ⇒ ⇒ ⇒

④感染症や自然災害への対応の強化 継続 ⇒ ⇒ ⇒

基本施策 
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（１）インバウンド誘客の強化 

【具体的な施策・取組内容】 

①海外への情報発信 

・美祢市台北観光・交流事務所を拠点に台湾をはじめとした東アジアからの訪日 

旅行者誘致 

・県や国際観光推進協議会等の関係機関と連携し、旅行博・商談会の参加など東 

アジアや欧米豪に向けたプロモーションの強化 

・訪日外国人観光客の多い広島県、福岡県でのプロモーション 

・美祢市ならではの体験ツアーの情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【年次計画】 令和7年度 令和8年度 令和9年度
令和10-
11年度

①海外への情報発信 継続 ⇒ ⇒ ⇒

インバウンド誘客の促進 
 

○海外に向けた誘客プロモーションの強化と受入環境の充実を図り、インバウンドの拡大

を目指します。 

○訪日外国人観光客の獲得に向け、美祢市台北観光・交流事務所を拠点とした海外に向け

た SNS やデジタル技術を用いた誘客プロモーションを強化するとともに、県や近隣自治

体と連携した施策展開を図ります。 

○観光施設のキャッシュレス対応、多言語表記などの環境整備に加え、海外のニーズを捉

えた美祢市ならではの特別感のある高付加価値な体験コンテンツの造成やインバウンド

対応可能なガイド育成等、快適に旅行を楽しめる受入環境の充実を進めます。 

○域内交通の拡充に向け、美祢市地域公共交通計画と連携した地域公共交通の利活用促進

を推進します。 

基本施策 

基本方針３ 



 

 

59 

 

 

（２）受入環境の整備 

【具体的な施策・取組内容】 

①外国人の受入態勢の充実 

・観光地の案内板の多言語化 優先 

・観光パンフレットの多言語化 

・観光地、観光施設の Wi-Fi 環境などの整備 

・観光施設、商業施設の外国語対応の推進 

・インバウンド向けプレミアムツアーの造成 

・インバウンド対応のできるガイド育成 

②秋吉台観光交流センター総合案内所の運営 

・JNTO(日本政府観光局)認定外国人案内所の機能拡充 

③域内交通の充実 

・美祢市地域公共交通計画と連携した地域公共交通の利活用促進 

・観光地アクセスの情報発信 

・観光三次交通としてのレンタルコンテンツの活用と促進 

 

 
 

 

 

  

【年次計画】 令和7年度 令和8年度 令和9年度
令和10-
11年度

①外国人の受入態勢の充実 継続 ⇒ ⇒ ⇒

②秋吉台観光交流センター総合案内所の運営 継続 ⇒ ⇒ ⇒

③域内交通の充実 検討 実施 ⇒ ⇒

基本施策 
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（１）受け手目線の情報発信 

【具体的な施策・取組内容】 

①観光情報の集約・共有 

・美祢市観光協会において情報集約・共有 

・美祢市観光協会、関連事業者、県(広域 DMO)、市の連携強化 

・美祢市観光サイト「カルストドットコム」の機能拡充 

②観光情報の一元管理・情報発信 

・マーケティング等の手法を用いた観光情報発信施策の検討及び観光プロモーシ 

ョンの強化 優先 

・美祢市観光協会による各種情報の一元管理・情報発信 

 

 
 

  

【年次計画】 令和7年度 令和8年度 令和9年度
令和10-
11年度

①観光情報の集約・共有 継続 ⇒ ⇒ ⇒

②観光情報の一元管理・情報発信 継続 ⇒ ⇒ ⇒

戦略的な情報発信 
 

○本市の観光情報を集約し、効果的・効率的なプロモーション活動を行うことで、認知度

の向上と交流人口の拡大を目指します。 

○新規顧客やリピーターとなる観光客の獲得に向け、SNS やデジタル技術・マーケティング

等の手法を用いた誘客プロモーションを強化します。 

○美祢市フィルムコミッションを中心に、映画・TV 番組等の撮影協力、誘致を行うことで

本市の魅力度及び認知度の向上を図ります。 

基本施策 

基本方針４ 



 

 

61 

 

 

（２）新たな情報発信の取組 

【具体的な施策・取組内容】 

①新規顧客の獲得やリピーター化を目的とした観光プロモーションの強化 

・SNS による情報発信の強化 

・CRM 機能を活用したリピーター対策の推進 

・マーケティング等の手法を用いた周遊・滞在促進対策の推進 

・美祢市フィルムコミッションによる映画・TV 番組等の撮影協力、誘致の推進 

 

 

 

 

 

 

  

【年次計画】 令和7年度 令和8年度 令和9年度
令和10-
11年度

①新規顧客の獲得やリピーター化を目的とした観光プロモー
　ションの強化

検討 実施 ⇒ ⇒

基本施策 
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（１）持続可能な観光地とするための観光資源の保全と活用 

【具体的な施策・取組内容】 

①Mine 秋吉台ジオパークのユネスコ世界ジオパーク認定申請を契機とした世界的

な展開ができる観光地域ブランドの形成 

・アクティビティセンター等を拠点とする自然文化観光のプログラム開発推進 

・自然文化観光の推進により、持続可能な観光地の形成につながる自然環境の保 

全・活用の好循環の創出を促進 

・秋芳洞入洞料金及びアクティビティ等の売上の一部を秋吉台や秋芳洞の保全活 

動資金に活用 優先 

②SDGs の理念に基づく自然の保全と活用 

・ジオツアーの実施 

・SDGs を体感、学習できる教育旅行の誘致 

・秋芳洞や秋吉台等の自然環境保全活動の実施 

 

 

  

【年次計画】 令和7年度 令和8年度 令和9年度
令和10-
11年度

①Mine秋吉台ジオパークのユネスコ世界ジオパーク認定申請を
　契機とした世界的な展開ができる観光地域ブランドの形成

検討 実施 ⇒ ⇒

②SDGsの理念に基づく自然の保全と活用 継続 ⇒ ⇒ ⇒

観光資源の保全と活用 
 

○自然資源の保存・再生によって、将来の世代に美しい環境を受け継ぐとともに、観光活

用による魅力の向上を目指します。 

○自然文化観光の振興によって、活用から保全への再投資を図ることで、持続可能な観光

地の形成につながる自然環境の保全・活用の好循環の創出を目指します。 

○Mine 秋吉台ジオパークセンター「カルスター」を起点としたジオツアーをはじめ、アク

ティビティセンターを拠点とする自然文化観光の高付加価値化及び拡充を戦略的かつ計

画的に推進し、世界的な展開ができる観光地域ブランドの形成を目指すとともに、アド

ベンチャートラベルやサスティナビリティ・プログラムに関心の高いインバウンド誘客

の強化を目指します。 

基本施策 

基本方針５ 
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第７章 計画の進捗に向けて 

１．推進体制の構築 

本計画は、本市全域の観光振興を図るための指針であり、基本方針及び基本施策に基づく事業の

推進・管理については、観光関連産業事業者、市民、行政等が連携し一体となった取組が求められ

ることから、本市の観光を持続的に推進・管理する行政等の体制については、観光商工部観光政策

課を担当課と設定し、みね DMO（一般社団法人美祢市観光協会）を連携先（中核事業者）とした体

制構築を図ります。 

 

２．進捗管理の方法 

本計画は、令和 7 年度より 5 年間を計画期間としており、1 年ごとに進捗把握（現状把握、進捗

状況の点検・評価）を行います。進捗管理は以下のようなサイクルを用い、担当課である観光政策

課が中心となり行います。 

 上位計画の「計画の期間」に基づき、実施計画は 3か年計画として設定するものの、計画の促進・

見直しについては毎年行うローリング方式とします。 

 

 

 

 

 

 


